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学習院の英語教師たち
　　　一明治編一
佐藤猛郎
　　　　　　　　　　　　　　　1．はじめに
　1960年代の後半ごろから，わが国において英学に対する関心がにわかに高まっ
てきたように思われる。研究社が発行した「日本の英学百年」（全4冊，1968－
1969）を頂点として，英学関係の興味深い出版や発表が続いて今日に至っている。
その動きの中心となっている日本英学史学会の活動は目をみはるほどだし，新た
に日本英語教育史学会も近々発足することと聞いている。
　ところが私のほうは，お恥しい限りで，「英学」なるものにはほとんど不案内
のまま，学習院に職を奉ずること二十有余年を過ごしてしまったのだが，昨年だ
ったか友人の一人に，英学史上重要な位置を占める学習院にいるのだから，先輩
方の足跡を調べてはどうかとすすめられたのが契機となって，私も英学研究の真
似事でもやってみようかと思ったのが事のはじまりである。だが資料の探索をや
ってみて初めて，この種の研究の手ごわさに驚いたような次第だし，素人の悲し
さで，原資料の扱い方もろくに知らないまま，暗中模索，手探りの状態であちら
こちらの古い書類をひっくり返してきたというのが，私にとっての偽らざる実感
である。まだまだ調べ残した材料も多いと思うし，私が集めた資料もまだまだ不
完全なものと思うが，それでも，集めた資料を見ると，少くとも私にはなかなか
興味深いものも多いので，不備な点は諸賢兄姉に補足訂正していただくことをお
願いして，ひとまず大方の御高覧に付し，御批判をあおぎたいと思う次第である。
　当初は題名通り，明治・大正・昭和期を通して，旧学習院の英語教師たちを全
部扱う予定でいたが，それでは余りに対象が彪大にすぎるので，今回はとりあえ
ず明治編と題して，対象を明治年間に学習院に着任した人々に絞っている。今後
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折をみて，大正編，昭和編と続けて行きたいと思っている。また学習院には，華
族女学校の流れを汲む女子部があって，ここでも，津田梅子，山口造酒，田部隆
次，平田喜一（禿木），斉藤勇など著名な先人たちの名が当時の1ページを飾って
いたはずだが，現在目白に残されている古い資料には，残念ながら女子部の記録
が欠けているようだ。女子部の調査には女子部に残された資料が必要と思われる
が，現在の私には手が回りかねるので，今回の拙稿では，女子部関係は省いてあ
るので御諒承を戴きたい。女子部に関しては，どなたか興味をお持ちの方がまと
めていただければ幸いなどと，虫の良いことを考えている。なお学習院百年史編
集室の茅根英良氏には貴重な資料をいろいろ見せていただき感謝に堪えない。厚
く御礼申上げたい。
2．学習院英語科の沿革
　「華族ヲ教育スル所」として明治10年10月17日に神田錦町に産声をあげた学習院
は，明治17年7月宮内省の管理下に入るまで，華族会館経営の私立学校だった。
当時日本は学校制度の揺藍期にあたり，教育界はまだ外国の制度の移入，同化の
過程にはあったが，学習院の学則もその例に洩れず，院長が代わるたびにそれこ
そ猫の目のように変わったと4代目院長三浦梧楼をして嘆かせたものだ。もっと
も三浦院長自身も，恒久的な学則を作ろうと意欲的に学則改正に取組んでいるか
ら，あまり他人のことは言えない。
　その改正の一つ一つを挙げても致し方がないが，英学を中心に見ていくと，最
初は大学やその予備門（後の一高）に進学させるため，中学課程では英学に重点
をおき，中学科第1級（第16学年に該当）では，週26時間，中学科第5級（第12
学年）でも週14時間を充てるといった英学塾的性格から，徐々に一般の小中学校，
高等学校の課程に近づいていく過程が認められる。しかし一般学校とは異った特
別なカリキュラムを組む傾向は当時も強く，例を初等科にとれば明治15年の第3
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次改定において，小学校5，6年次において，週2時間から4時間の英語を取り
入れ，さらに明治19年の改定では，小学6年次だけだが英語を週5時間も課して
いる。この制度は，前述の三浦院長による明治23年の大改定で，「初等学科に外国
語を置くも，畢寛時間を徒費するに過ぎずして，その効極めて少きは，数年来の
経験に徴して明らかなり」という理由で廃止されている。（1）しかしこの制度も，
文人肌の近衛篤麿院長（在任明28－37）の時代になると，忽ち再び改正され，国
際社会の中で活躍できる人材を送り出すには，語学力の養成が必須であり，幼児
期の語学学習は，そのために大いに効果があるのだということになった。そして
明治31年の初等学科の課程改正で，5，6年に欧文課を設け，英，独，仏のいず
れかを週2時間あて履習するように決められた。やがて次の菊池院長（在任明37
一明38）は，この外国語を英語に統一し，5，6年に週3時間つつ履習させてい
る。しかしこの初等科の英語も明治45年には廃止されるといった具合で，この目
まぐるしい変りようは，まさに最近の英語カリキュラム騒動の原型を見る思いが
する。「英学」の時代はまだ終っていないのだとも言えようか。
　この目まぐるしい変遷の中で，明治期の中学課程と高等学校課程の英語はどう
なったかに目を向けてみよう。こちらの方は，揺藍期の極端なカリキュラムを除
外すると，語学偏重の明治10年代，逆に外国語軽視の明治20年代といった世間一
般の風潮に殆ど影響を受けずに，着実に充実していったようである。週当りの時
間数も，中等科で初め週4乃至5時間（明13）から週8時間（明40）へ，高等科
では，週2時間（明13）から週16時間（時には18時間）（明38）といった具合に増
えてきている。ちなみに現在の週当り時間数と比べても，当時はかなり語学に力
を注いでいたことがわかるだろう。
　さて英語科の草分けの時代だが，別表の英語教師一覧を見れば解かるように，
最初は明治政府が学校制度を制定するために招聰した大物米人ウェルヘッキ（フ
ルベッキと呼ばれることが普通）を顧問におき，さらにペイトン・ジョウドンと
チャーレス・グージングといったおやとい外人にその主な教育をゆだね，彼らが
　（1〕学習院百年史〔1）P．236
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まかない切れない時間を，日本人教師たちが補なうという形をとっていたようで
ある。学習院で英語教師の専科制がほぼ確立したのは，どうやら明治30年代で，
その当時でさえも，なお何人かの他教科の教師が「英学」を担当していた。
　おやとい外人は1年契約が多く，ウェルヘッキもジョウドンも1年で学習院を
去り，ジョウドンの後任となった英人グージングも継続契約で3年間つとめただ
けだった。外人の給与は高く，グージングは月俸150円だったのに反して，院
長の年俸は当時350円に過ぎなかったとのことだ。
　グージングが明治14年に去って，次に明治19年ゼー・ピー・モールが雇われる
まで，外人教師が居ない時期があったが，この時は英学専門の丹乙馬らを中心にし
て，日本人教師だけで英学を担当していたようだ。もっとも学習院は発足当初，
全部合わせて約130名といった小さな世帯だったし，中学，高等学校の課程に
在籍するものは，極く少数だったことも念頭におかなくてはならないだろう。事
実，開校当時採用された日本人教員の大半は東京師範（後の東京高師）の卒業生
で，小学校課程全般を担当できる人々だったことから見ても，当時の学習院教育
の中心は小学校レベルであったことがわかる。②しかしまた，この時代の教師全
般に英学の素養があって，充分に英語を教える力のある人々が多かったのも見逃
せない事実である。　明治初期に学問を志すものにとって，漢学と英学が主要な
徳目の柱となっていたことは，現在残されている古い履歴書を見るとよく解る。（3｝
講道館の創始者として名高い嘉納治五郎教頭が英学を担当していたのもこの頃で
ある。
　明治20年の声とともに，英語科は一歩も二歩も前進する。辞書で有名な井上十
吉を講師に迎え，有馬純臣，佐藤顕理，斉藤恒太郎といった鉾々たる面々が学習
院の教壇にのぼることになる。そして明治25年には村田祐治，明治29年には荻村
錦太を迎えて，英語科は一層の充実をみる。しかし何と言っても，明治期の学習
院英語科は明治35年にその黄金時代を迎えたと言っても良いだろう。従来のスタ
ッフに加えて，渡辺良，神田乃武，熊本謙二郎，南日恒太郎といった当時一流の
　〔2）学習院百年史（1｝　P．214　　（3）山口弘達の項参照
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英学者が一堂に会したからだ。神田乃武を中心とした当時のスタッフは，教室の
学業面に加えて，輔仁会英語部のスピーチや朗読の指導にも熱心であったので，
当時の同部のレベルはかなり高かったようだ。
　明治36年1月の第ユ0回部語部大会には，六百人もの内外の観客が集まり，国民
英学会を代表する著名な英学者，磯辺弥一郎には，「大体ヨリ評スレバ生徒諸氏ノ
英語ハ恐ラクハ世人一般二想像スルヨリモー少クトモ記者ノ想像セシ所ヨリモ
優秀ニシテ其中ノ或ル者ノ如キニ至リテハ高等商業学校（現一橋大），外国語学校
（現東京外大），高等師範（現筑波大）ノ生徒に比シテ遜色ナシ」という賛辞を頂
戴するほどだった。（4）
　この英語科の伝統をうけついで，明治38年には藤沢周次，明治42年には鈴木貞
太郎（大拙）が新たにスタッフに加わり，そのまま大正期，昭和期へと進んでい
くわけだが，大正期以降については別の機会にゆだねたい。
　最後に明治期に用いられたテキストについて少し触れてみよう。
　最初は中等科で，明治30年度のものを紹介しょう。
　1年級：ナショナル第一読本
　2年級：ナショナル第二読本，スヰントン小文典
　3年級：ナショナル第三読本，スヰントン小文典
　4年級：ナショナル第四読本，スヰントン大文典，スヰントン萬国史
　5年級：ナショナル第五読本，スヰントン大文典，マコーレー「クライブ伝」
　6年級：o一ヤルスター・リーダー，マコーレー「ブリデリック大王伝」
　ナショナル読本はユニオン読本と並んで，明治中葉において最も多く用いられ
た英語教科書だった。ナショナルの方が，学習院の場合のように，一巻から五巻
まですべて使用されていたのに反して，ユニオン読本は，同じように一巻から五
巻まであるのに，なぜか四巻だけが愛用されていたようだ。ナショナルもユニオ
ンも共にアメリカの教科書で，アメリカ人に国家意識と愛国心を植えつけるよう
編纂されたものだったようだが，明治期の我が国の国家意識昂揚期にあって，大
　（4｝輔仁会雑誌81号
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いにその内容が歓迎されたものであろう。スヰントン英文典はピネオ英文典やク
ワッケンボスに代って，明治20年代以降大流行した文法書だし，当時人気のあっ
たマコーレーの英雄伝記物語，またその中でも最高とされる「クライブ伝」など
が選ばれていることなどからみて，学習院の英語科は当時の流行の先端を行って
いたということがわかる。
　次に高等科について見てみよう。これも明治30年度のものである。
　1年級：ハマートン「ヒューマン・インタコールス」，ディクソン　コンポジシ
　　ョン，（副課）ロングマン第ニプリマー，ーヰンフハント　ハーダー
　2年級：グレート・オーゾルス，ディクソン　イングリッシュ・レフスレス，
　　（副課）プッシングッー　ゼンロント，スヰントン小文典
　3年級：グレート・オーゾルス，ミル・スペンサー文集，テリー　法律原論，
　　（副課）プッシングツー　ゼンロント，スヰントン小文典
　ハマトンは「知的生活」ブームで最近人気が復活したようだが，明治30年代か
ら日本で好んで読まれた作家だった。J．H．　Dixonは明治19年から25年まで東京帝
大の教師として斉藤秀三郎に大きな影響を与えた人物だが，日本人向けの英語入
門書を数多く出している。ロングマンのリーダーは英国の読本だが，翻刻版によ
るものであろう。グレート・オーゾルスはGreat　Authorsのことだろうが，大作
家のアンソロジーと思われる。テリーは米人で東大法学部の教師だったが日本人
学生のためにテキストを編集した。ミル・スペンサー全集はSelections　from　J．
S．Mill’s　Political　Economy　and　H．　Spencer’s　Study　of　Sociology（明23丸善）
を指すのであろう。しかし残念ながら，そのほかのテキストは内容不詳である。
外国文明の吸収に懸命の時代であったから，当時の学生はいろいろなテキストを
貧欲に受け入れていたことだろうが，この世界にも流行の波が押寄せ，多くのも
のはいつか忘れ去られてしまったのであろう。
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3．　英語教師たち
　明治期の英語教師は，通算すると百人に近い人数に達する。その中には，不運
にして五十年史の名簿から洩れているものもあったり，名簿にのっていても，消
息が皆目わからない場合もかなり多いのだが，私が今までに知り得たところだけ
を書いてみたいと思う。別表を参照する都合上，学習院への就任順に扱っていこ
うと思うが，就任年月は「学習院五十年史」の名簿をもとにしている。なお履歴
に関しては，学習院百年史編集室に保管されている履歴書原簿から多くを引用し
てあるが，明治19年の神田錦町校舎焼失のためか，それ以前の履歴書がないため，
明治10年代については不明の個所が多いことを御諒承いただきたい。なお学習院
の辞令綴からの引用は【　】の中に入れておいた。
1．ペイトン・ジョウドン（Payton　Jaudon）
　米国人，英語・仏語教師，講師
　【明10・6英仏語学教師二雇入
　明11・6満期雇止】
2．ウェルヘッキ（Guido　Herman　Verbeck）
　【明10・11学習諮諭ノ為聰傭ス
　明11・7満期雇止】
　日本ではむしろフルベッキの名で親しまれているヴァーベック（1830－98）は，
オランダ生れのアメリカ人宣教師で，最初安政6年（1859）に長崎に派遣された
が，当時はまだ布教活動が認められなかったため，済美館と致遠館で英学を教え
た。大隈重信，伊藤博文もその門下だったという。大隈伯は後にヴァーベックを
英語だけの師でなく道徳的感化を与えてくれた先生として敬愛していたと言って
いる．（5）大隈らの騨で明治2年（1869）明治政府の醐として招かれ，法律制
度の改革に助言を与え，明治5年の学制制定にも大いに寄与するとともに，大学
　（5｝英語青年22巻2号明42年
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南校（現東大）の語学・学術の教師となり，教頭もっとめた。大学南校の後身開成
学校を明治6年に退いた後も，明治10年までは政府顧問。1年間学習院の顧問を
つとめた後，再び宣教師生活にもどり，聖書，讃美歌の邦訳に尽力するほか，明
治24年から10年間明治学院神学部で教授をつとめ，日本で殻している。また彼は
学習院を去ってからも，明治14年には第3土曜日の修身の講義を担当するなど，
学習院のために助力を惜しまなかった。（6）明治期の英学がむしろ「米学」だと言
われるようになったのも，このような伝道的熱意に満ちたアメリカ人たちの努力
の賜物だったのであろう。
3．チャーレス・グージング（Charles　Gooding）ジョウドンの後任，英国人
　【明11・6　英語学教師トス
　　明14・6　満期解雇】
4．原野某英学，経済，法学担当
　50年史から欠落。明治13年から明治15年の諸記録にのっているが，その他不明。
5．宮崎駿児　英文，ギリシャ語担当
　【明13・4　教師トス
　　明13・5　監事心得トス
　　明14・2　依請解職】
　学習院とは短い縁であったが，明治40年の紳士録に，職業欄は空白で，本郷区
駒込曙町13に健在でいたことが示されている。
6．能勢栄物理，博物，明14のみ英文担当
　　【明13・9　当分教師トス
　　明15・5　依請解職】
　　「良師を増聰せし由なれば，学習院旧来の面目を一変するならん。……」（7）と
期待を集めて物理学の教授に就任した能勢栄（1852　一　95）も英文を1年だけ担
当した。嘉永5年に江戸に生まれた彼は，米国パシフィック大を卒業，明治9年
帰朝後は，長野師範などで，ペスタロッチ主義の開発主義教授法を指導した。明
　（6）東京日日新聞（明14・9・2）　（7）東京日日新聞（明14・9・2）
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治19年森有礼文相により文部書記官に起用され，修身書の編集に参加したりして，
むしろ教育学者として知られている。著書に「徳育鎮定論」（明23）がある。
7．吉田　勝　英文担当，講師
　【明13・9　当分教師トス
　　明14・7　病死】
8．丹乙馬英文，論理担当
　【明14・3　教師トス
　　明15・3　病死】
　東京日日紙上で，物理学に能勢栄，法学に鈴木充美，英文学に丹乙馬という俊
英が学習院入りをしたと，大いに期待を集めた丹乙馬であったが，短命に終った
のは残念である。
9．鈴木充美
　【明14・8
　明15・5
　明18・2
　明18・4
英文担当
当分教師トス
兼監事心得トス
任学習院幹事補兼教授補
依願解本官並兼官】
　新任の法学士として新聞で紹介された鈴木充美だったが，学習院で担当したの
は英文だけのようで，4年間在職の後学習院を去っている。その後の動静だが，
明治40年の紳土録には，株式会社本所銀行相談役，弁護士，明治42年の紳士録に
は，釧路銀行監査役とあるところから，専門の法律学を生かして，弁護士から実
業界へと転身し，成功した人物のようだ。
10，嘉納治五郎　修身，理財，経済，英文担当
【明15・1
明18・4
明19・6
明22・8
当分教師トス
任学習院幹事兼教授
任学習院教授兼教頭，年俸1，400円
宮内省御用掛兼勤被仰付，欧州へ差遣サル
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　　明24・4　任文部参事官】
　講道館柔道の祖として知られる嘉納治五郎（1860－1938）は兵庫県御影村の
出身。明治14年に東京帝大文科大学を卒業してすぐに学習院に就任し，その後五
高校長，東京高師校長，文部省普通学務局長，貴族院議員などを歴任。日本体協
を設立し，国際オリンピック委員として，第12回オリンピックを東京に招致する
ことを決めて帰国途上；氷川丸船上で客死している。彼の存在は余りに偉大だが，
ここでは余り人に知られていない英学者としての一面をとりあげてみよう。少し
前に述べたように，学習院に着任した明治15年当時，彼が英学を担当していたこ
とは，当時の記録で知ることができるが，そればかりでなく，明治24年，五高校
長時代にラフカディオ・ハーンを松江中学校から引き抜いたのも彼であった。ま
た東京高師校長をしていた明治26年に，夏目漱石を採用して，彼に「中等学校に
おける英語教授法」という彼の生涯唯一の英語教育論を書かせたのも嘉納だった。
また彼は第10代学習院院長だった菊池大麓と連名で「英語教授」誌に“Opening
Address”なる名論文を大正3年に発表するなど，英学に関しても一方の旗頭だ
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明15年度
実学科（中学科）
成績表
嘉納治五郎が経済
と英学を担当して
いるのがわかる。
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ったようである。（8）
11．岡倉八十八　英文，地理担当
　【明15・2　当分教師二雇入レル】（その後欠落）
・2一明17・7と記載されている。
12．渡辺修次郎　英文担当，講師
　・【明15・3　当分教師二雇入
　　明15・8　依請解職】
13．安川辰三郎　歴史，英文担当
　【明15・4　当分寄宿舎温習教師二雇入
　　明15・7　当分教師二雇入】（その後欠落）
・2。
14．田部金次郎　地理，英文担当
　【明15・9　当分教師トス
　　明18・4　任学習院助教
　　明18・9　依願免本官】
15．矢島錦蔵　動物，英文担当
　【明17・2　当分教師トス
　　明18・4　任学習院助教
　　明19・9　依願免官】
16v岡倉真範
　【明17・7
　　明18・4
　　明19。8
　　明27・3
　　明30・9
　　明33・6
英文，歴史担当
宮内省御用掛学習院助教申付ラル
任学習助教
任助教授
任学習院教授
命非職（非職とは休職にあたる）
依願免本官】
五十年史の名簿には，明15
五十年史では，明15・4一明17
（8｝英語青年1982年8月号
一35　一
　学習院における公式の経歴は上の通りだが，実際には，彼は明治15年2月に私
立の学習院に就任し，宮内省への移管に伴なって，明治17年7月に一時退職して
いるので，学習院との縁はもっと長いはずだ。彼は長らくやや弱体な英語科を背
負って，明治20年代へと橋渡しの役を演じた人物のようだ。彼は明治29年4月の
父母参観授業で，中等科1等級の英文を担当し，晴れ姿を披露したとの記事が輔
仁会雑誌に載せられている。（9）その後の消息だが，明治42年の紳士録では教師，
明治44年には無職となってはいるが，健在だったようだ。
　　　　ひろよし
17．山口弘達　英文担当，講師，学習院出身
　【明18・1　授業補助ノ任ヲ嘱託
　　明23・8　本院教課授業嘱託ヲ解ク】
　山口弘達は学習院出の俊才で，後に学習院学士の称号を得ている（明27）。万延
元年（1860）3月華族の家系に生まれ，幼くして漢学と英学を学んでいたが，明
治10年学習院に入学，国漢学1の組，英学1の組，等数学3の組に編入。明治12
年学習院文学英学科6級に編入，明治15年に同科卒業，研修科に編入という経歴
の持主だった。彼は履歴書に，勉強した和漢洋のテキストを列記しているが，こ
れがなかなか貴重な資料のように思われるので，洋書の分をここに紹介してみよ
う。
英語文典会話作文語法書取：ブラオン氏文典，クワッケンボス氏作文，
等数及代数学：ロビンソン氏等数学，ロビンソン氏代数学，
幾何学：ロビンソン氏幾何学，
三角術：ロビンソン氏三角術，
文学：マコーレー氏ワァレン・ヘスチングス，ミル氏オン・リヴァテー，
生理学：カッタァー氏生理学，
歴史：ウィルソン氏萬国史，
植物学：エーマン氏植物学，
修身学：ウェーランド氏修身書，
（9｝輔仁会雑誌44号（明29）
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　経済学：ウェーランド氏経済書，アダム・スミス氏富国論ヘルソー氏経済書，
　　ケーリー氏社会学，
　政体学：ミル氏代議政体書，
　文明史：バックル氏文明史，
　法律学；テリー氏法律原論，ブラックストン氏法律書，
　論理学：ポエトリー氏論理書，
といった具合で，英学直輸入期における英学専攻のレベルの高さに驚うかされる。
現在の大学生の中で，どれほどの者がこれと同程度のものをこなせるかと思うと，
英語教師として冷や汗を禁じ得ない。
　山口氏は明治23年に学習院を去ったが，明治44年の紳士録には子爵，貴族員議
員とあり，教職を離れて，優雅な華族の生活に入ったものらしく，愛硯家として
知られる。昭和7年73才で没。
18．分部光謙　英文，漢文担当，学習院出身，講師
　在職　明18・1一明18・11
　文久3年（1863）旧近江大溝藩主として生まれる。明治7年東京育英義塾で英
学，成器学校で漢学を修める。明治10年学習院入学，漢字2の組，英学2の組，
等数学2の組に編入。明治12年実学科後期6級に編入。明治15年同科卒業，研修
科に編入。明治27年学習院学士号を受ける。子爵従五位，妻は銀子。
19。三田守真　仏文，英文担当
　【明18・3　当分嘱託教師トス
　　明19・2　任学習院教授
　　明26・9　東宮職御用掛被仰付
　　明29・10　任東宮侍講】
　三田守真は仏文の主任教師で，英文担当は極く稀だった。同氏は明40年頃まで
東宮侍講を続け，明治42年には閑院宮御用掛に任じられている。
20．大沢友輔　論理，英文担当，講師
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　【明18・6　嘱託教師トス
　　明19・10　解嘱託】
21．安岡偶次郎　植物，英文担当
　【明18・8　当分雇教師トス
　　明18・11任学習院助教
　　明19・6　転任（福岡県中学校2等教諭）】
22．斉藤辰次郎　修身，作文，英文担当
　【明19・1　当分傭教師トス
　　明19・8　任学習院助教授，月俸30円
　　明21・7　依願免本官】
23．岩波静彌　歴史，英文担当，講師
　【明19・6　任学習院助教
　　明19・8　任助教授，月俸25円
　　明19・12　依願免官，傭教師トス
　　明23・9　解傭教師，命教授ノ任務
　　明24・2　依請解教授ノ任務】
24．ゼー・ピー・モール　英文担当
　【明19・9　命傭教師，月俸100円
　　明20・2　解傭】
　グージング以来5年ぶりの外人教師だったが，モールは学習院に半年しかいな
かった。明治42年の紳士録には牧師として，赤坂区氷川町5番地に在住とある。
25．岡倉一郎　独文，英文担当
　　【明19・9　傭教師トス
　　明21・9　任学習院助教授
　　明29・7　任学習院教授，年俸500円
　　明37・11依願免本官】
　　　　　　　　　　　　　　　　－38一
　専門は独文だが，岡倉一郎も英文を担当したことがあった。
26．大村仁太郎　独文，英文，仏文担当
　　【明19・9　任学習院教授（前任第一高等中学校助教諭）
　　明33・12　欧文学教授法研究ノタメ独留学ヲ2年間命ズ
　　明36・9　年俸1800円トス
　　明36・12　命非職
　　明39・12　非職満期
　　明40・6　叙従五位，死去】
　大村仁太郎も専門は独文であったが，英文はおろか仏文も担当していたことが
当時の時間表で知ることができる。学習院を去って明治40年には独協の校長とな
ったが，その年に死亡している。
27．高田尚賢　仏文，英文，体操担当
　　【明19・9　任学習院助教授，月俸35円
　　明25。12　任学習院教授
　　明38・3　依願免本官】
　高田尚賢は安政2年（1855）11月生まれの静岡県士族で幼名は鍵作といった。
明治5年陸軍幼年学校入学，明治8年同校卒業，翌明治9年3月に陸軍省に出仕
したが，同年9月には東京外国語学校，数学助教に任ぜられた。次いで明治12年
陸軍士官学校仏学助教，明治16年東京外国語学校教官，という経歴で学習院入り
をした変り種である。このため着任当時は，語学のほか体操も担当していた。彼
は大正7年2月に62才で亡くなっている。
28．小柴　盛　独文，英文，習字担当，講師
　【明ユ9・10　傭教師トス
　　明21・10　陸軍幼年学校に転ズ】
　東京府士族で安政3年（1856）生まれ，明治5年独逸人シュセル氏に従って独
語を修業，明治6年東京大学医学校において，ドクトル・フンク他の独人教師の
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もとで医学予科の課程を修め，さらに明治8年，同大学のドクトル・ランゲにつ
いて独語を学ぶ。明治13年以降はいくつかの私立学校において，ドイツ語の授業
嘱託に応じてきたと履歴書にある。
29．有馬純臣　英文，経済担当，学習院出身
　東京府士族で元治元年（1864）1月生まれ，幼名鹿之助。明治4年平章小学校
入学，明治10年同校在校中に同校訓導補に任ぜられる。明治12年学習院入学，実
学後期第6級に編入。明治17年学習院研修科卒業。
　【明20・1　嘱託教師二任ズ
　　明23・9　任学習院教授
　　明25・8　依願免本官】
明治25年9月第五高等中学校（現在の熊本大）教授，同27年学習院学士の称号を
受領，同28年大阪府立第二尋常中学校（旧制堺中）初代校長，その後栃木縣宇都
宮中学校長をも歴任。
　【明34・6　学習院教授二任ズ
　　明35・12　1ケ年間独英留学ヲ命ズ
　　明36・10　命非職
　　明37・12　依願免本官】
　明治41年兵庫県武庫郡住吉村にて病般。享年45才だった。英独留学に出て，慣
れない土地柄の故で病を得たものだろうか。1年間の留学途中での非職（休職），
そして退官という履歴を見ると，苦渋に満ちた漱石の留学体験（明33）と何故か
イメージが重なり合う。
　有馬純臣は学習院在学中，馬術を能くし，学業面で他の模範になるに足る，ま
さに学習院の星のような人物だったようだ。折しも明治23年に発刊された輔仁会
雑誌には，賛成会員（教職員有志）として，「輔仁会雑誌の発刊を祝し，併せて本
院学生諸子に望む」（第1号），「言行一致の言」（第3号），「智識は応用を待って
始めて価値あり」（第5号）などの力強い論文をたて続けに寄せたり，「友誼」と
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いう題で輔仁会大会で演説をしたりして（明24），若々しい情熱を大いに燃やして
いたように思われる。明治24年4月に行われた天覧授業において，彼は中等科2
年甲のクラスで英語を教えたとの記録が残っている。qo）熊本に転任になった際，
「性温厚篤実ひとたび先生の薫陶を受けしものは皆其恩徳に感泣せざるものなし，
云々」（11）とはなむけの言葉を学生から受けているところから見ても，彼はおだや
かな人柄の持主だったようだ。
30．久留契造　経済，法学，英文担当，講師
　三重県平民，文久3年（1863）9月生まれ。明治8年築地聖教学会にて英学を
学び，同10年大学予備門第4級へ入学。同14年病気のため退学，同16年大学法学
部撰課2年に編入，同17年同校学科全科卒業。
　【明20・1　学習院教師嘱託
　　明21・3　解嘱託】
31．坂倉銀之助　幾何，論理，心理，英文担当，講師
　【明20・1　教師嘱託
　　明23・3　解嘱託】
　「何でも屋」の1人であった坂倉氏だカ∫，「明治過去帳」（12）によれば，明治24年
6月9日に鹿児島高等中学造士館教授坂倉銀之助氏般す，とあるので，学習院を
去って鹿児島に就任後1年で亡くなったもののようだ。
32．トーマス・リンゼイ　英文担当
　【明20・2　傭教師トス，月俸150円
　　明20・9　解傭】
　　　　とくひ
33，長松篤栞　生理学，植物，英文担当，学習院出身
　【明20・6　任学習院教授，年俸1000円
　　明23・8　命非職
　　明26・8　非職満期】
　長松氏は明治13年，学習院高等科文学英文学級でグージング氏のもとで英学を
　aO｝輔仁会雑誌9号（明24・5）　α1）輔仁会雑誌18号（明25・10）
　tt2）大植四郎編，東京美術，昭46
　　　　　　　　　　　　　　　　－41一
学んだ学生の一人で，語学ではクラスのトップだった。学習院を去ってからの彼
は，政財界に方向転換をしたようで，明治44年の紳士録には，男爵，貴族院議員，
東京火災海上運送保険常務取締役，高等演芸場取締役と出ている。昭和16年78才
で没。
34．瀧田鐘四郎　動物，数学，物理，英文担当，講師
　東京府出身士族，明治5年小野睡帆のもとで漢学を，同6年竹尾将信のもとで
英学を修業。同8年東京外国語学校入学，次いで同10年東京大学医学部予科に入
学し，ユ2年には同予科卒業，本科生並びに動植物教場補助となる。明治17年東京
大学医学部准助教授に任命。
　【明20・6　学習院傭教師トス
　　明25・9　解傭教師，命助教授ノ任務
　　明26・4　依願解傭】
　学習院以降の消息であるが，明治40年紳士録には独乙協会学校教師とあり，明
治42年にはただ教師とだけのっている。
35．アレキサンダー・ハーディー　英文担当
　【明20・9　傭教師トス
　　明24・7　依請解傭教師】
　そっけない辞令の文面を見ても，ハーディー氏が惜しまれて去った教師だとい
うことがうかがえる。彼はなかなかの文人で，輔仁会雑誌第1号（明23）に
Hikozaemon’s　Melonsという短篇をのせたり，第10号（明24）には　On　Cher－
ry　Blossomsと題するソネットを寄せたりしている。後者は上品なすぐれた詩
である。
36．井上十吉　英文担当，講師
　【明20・10　嘱託教師トス
　　明23・9　嘱託教授トス，月俸30円
　　明26・10　依請教授任務嘱託ヲ解ク】
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　井上英語と言われ明治期英学の一一方の雄であった井上十吉も，主として高等科
で教鞭をとっていた。井上氏は文久2年（1862）阿波藩士の子として徳島に生ま
れ，明治6年に藩主に伴なわれて英国へ留学，ロンドン大で鉱山学と化学を学ぶ。
明治16年帰国。明治19年から同26年まで一高教授として数学などを教えるかたわ
ら，早稲田，学習院，高師などで英語を教えた。明治27年から外務省書記官（翻
訳官）をしていたが，大正6年からは外務省を辞して辞書に専念，すぐれた業績
を残した後，昭和4年4月に殻している。彼の著作は，教科書，参考書，忠臣蔵
などの翻訳と，枚挙にいとまがないほどだが，井上の名を後世に残したものは，
CODの研究の結果生まれたといわれる「井上和英大辞典」（大3），外人の力を
借りずに完成し，50万語を網羅した「井上和英大辞典」（大10）だった。
37．松本　保　仏文，英文担当
　松本保は生年不詳。明治2年岡山藩兵学校入学，同藩雇い英人「ヲスホルン」，
に英学を，和田収藏に仏学を学ぶ。明治5年6月芝区林正十郎塾で，仏人「フーク
明治26年
教員時間割より
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ウ」に仏学を学び，同年10月に開成学校に入学。明治7年外国語学校に入学し，
同13年同校仏学科を卒業。同15年横浜フランス領事館に雇われたが，同17年陸軍
省御用掛に転じ，同19年には陸軍助教，翌20年10月には陸軍軍属に任じられてい
る。
　【明20・12　任学習院助教授，月俸30円
　　明22・6　死去】
38．加賀秀一　地理，歴史，英文担当
　五十年史の名簿から洩れているが，当時の時間割，輔仁会雑誌の記事などから，
たしかに明治20年から同26年までは在任していた。明治26年当時の住所は四谷区
荒木町27の1号となっている。
39．加藤秀一　地理，英文担当
　在任明治21年4月から同年6月までと，明治22年2月から同32年8月まで。
　加藤氏の経歴もあまり良く判らないが，学習院在任中は意欲的な活動が目立ち，
明治26年6月の閑院宮，井上文相を迎えての参観授業で，陸軍予科甲・乙・丙，
3クラスに地理を講じたり，（13）明治28年4月の野外行軍演習に参加したり，（14｝さ
らに明治29年4月の父母参観授業で陸軍予科甲組の地理の授業を披露したほかllS）
輔仁会雑誌に「欧洲貴族制度一班」（21号），「露西亜の貴族」（35号），「独逸の上
等貴族」（40号）など各国の貴族制度を翻訳紹介した。学習院を辞してから，加藤
氏は山梨県視学官に任ぜられたことが，やはり輔仁会雑誌56号（明34）の記事か
ら知ることができる。
40．デニング（Walter　Dening　1846－1913）　英文担当
　在任明治21年（1888）9月から明治22年6月まで。学習院との縁は薄かった
が，外人教師のなかでは大物である。1846年7月英国デボンシャに生まれ，英
国教会の宣教師として明治6年（1873）に来日。最初長崎に来たが，土地の言
葉で説教するのが一番との信念から，熱心に日本語を学んだといわれる。3年後
に函館に移ったが，教義について英国教会と意見を異にしたため，明治15年に伝
　a3）　es仁会雑誌24号　qの輔仁会雑誌39号　as｝輔仁会雑誌44号
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道はやめ，教育とジャーナリズムに転じた。一時は高師で倫理を教えたこともあ
ったという。後にJapan　Gazetteの主筆となったが，社主と衝突して契約期限
内に解雇され，裁判沙汰になったとか，かなり向っ気の強い人だったようだ。明
治20年に文部省の委嘱をうけて，English　Readers：The　High　School　Series（全
6巻）を編集したこともあったが，これは題材を日本の風土や物語に求めたのが
不人気で失敗だったようだ。彼は日本の風物，歴史に興味を持ち，「豊臣秀吉の
生涯」「日本の昔」などの著作を残している。明治25年にオーストラリアに行った
が，明治28年には再び来日，二高の英文教授をつとめるかたわら，Japan　Mail
その他に健筆をふるった。大正2年12月彼は心臓病のため仙台でこの世を去った。
67才だった。
41．福島武二　英文担当，講師
　　【明21・9　傭教師トス
　　明23・1　依願解傭教師】
　福島武二は元治元年（1864）2月生まれの鹿児島県出身の平民。明治7年東
京共慣義塾と慶応義塾に入って英学と漢学を修め，同9年東京英語学校および東
京大学予備門にて英学普通科を修める。明治14年米人文学博士ブラックレージ氏
および米人スペンセル氏に英文学を学び，弘文館において，政治学および社会学
を学ぶかたわら，同館において英語学を教える。同17年埼玉県中等学校校長およ
び一等教諭拝命。同18年東京英和学校幹事兼教授，同19年布畦国政府に招かれ日
本移住民監督兼一等通弁官に任命，同21年6月にその職を辞して学習院に移った
ものである。
42．蜂須賀万亀次郎　英文担当，講師
　在職明治21年9月から同22年2月まで。
　「式部官正六位勲六等にして，明治21年頃奏任五等を以て式部官たり。明治34
年12月13日股す」（明治過去帳）
43．嵯峨根不二郎　英文，経済担当
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　【明21・9　任学習院教授，年俸800円
　　明24・8　従七位，死去】
　嵯峨根不二郎は元治元年（1864）生まれ鹿児島県士族。明治11年旧東京大学
予備門入学，同15年旧東京大学文学部に入学して政治，理財を専攻。同19年帝国
大学法科大学政治理財学科を卒業，引続き給費研究生として大学院に入学。同20
年帝国大学工科大学工業経済学教授に嘱託された後，学習院に転じた。若くして
英文課長となり，その将来が大いに期待されたが，明治24年7月30日脳充血で急
死した。まだ28才の若さだった。特旨をもって従七位に叙され，谷中に葬られて
いる。なお彼が翻訳したウォーカー著「応用経済」は彼の死後明治27年に出版さ
れている。
44．佐藤顕理　英文，歴史担当
　【明21・10　任学習院教授
　　明22・11　依願免本官】
　学習院との縁は薄かったが，佐藤顕理も明治期英学界の一方の雄だった。安政
6年（1859）12月，千葉i県士族佐藤三郎兵衛の長男として生まれ，幼名は重造。
明治5年静岡藩立校で和漢学および英学初歩を修め，同7月から英人ドクトル・
マクドナルド氏に英語学並びに普通理学科を学ぶ。同9年沼津中学校雇英人ミー
チャム氏の通弁となり，そのかたわら理学研究。同11年静岡師範学校訓導となり
理学並びに英語学を担当。同12年英文学研究を志して上京，英人ミーチャム氏に
英文学，史学，哲学を学ぶ。明治15年農商務省御用掛。同17年東洋英和学校にて
英語学及歴史を講じ，同21年7月には神田英語学校嘱託をつとめた後9月に学習
院に迎えられたものだ。学習院を去ってからは，東京高商教授，東京日日新聞英
文欄担当記者，農商務省商品陳列館長などを歴任，その後国際通信編集顧問をし
ていたが，関東大震災で脊髄を痛めて床につき，大正14年6月に死去。彼が明治
35年に文声社から出した「英語研究法」は明治期を代表する英文研究書とされて
いる。（16｝
　　q6）英語青年1982年高梨健吉「主要英語教育論一覧」
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45．川島藏吉　英文担当，講師
　【明21・11　傭教師トス
　　明23・9　命助教授ノ任務，月俸25円
　　明25・8　依願解雇】
　この人も資料に乏しいが，明治44年の紳士録に，独乙協会学校教師とあり，住
所は牛込区弁天町6番地となっている。
46．松井徳善　英文担当，講師
　【明22。5　傭教師トス
　　明23・2　依願解傭教師】
　この人は明治42年の紳士録では，東京府通訳となっている。得意の英語を生か
しての転身であろう。住所は牛込区赤城元町12番地。
47．斉藤恒太郎　英文，歴史担当
　【明23・1　任学習院教授
　　明35。11命非職
　　明38・4　依願免本官】
　斉藤恒太郎は安政4年（1857）7月生れの三重県士族。元治元年鳥羽尚志館
にて漢学を，明治2年上京して大久保某の私塾にて漢学を修める。同3年鳥羽藩
司兵局に洋学および英語の修業を命ぜられ，攻玉社に入学，和漢学，英学，数学
を学び，独人デットメル氏に英語を学ぶ。明治5年大学南校に入学，同8年攻玉
社英語教授を依頼される。同11年攻玉社貸費生として慶応義塾に入学，同13年同
塾卒業にあたり，その懸賞論文に1位を獲得，攻玉社塾監並びに英学教授に任じ
られる。明治16年奥羽新聞社に入社したが，同17年再び攻玉社副校長に迎えられ
ていた。
　攻玉社の副校長として油の乗り切った頃の学習院赴任であったから，氏はその
15年にわたる学習院時代には，英語科の屋台骨を背負う第一人者だったろう。明
治24年4月の天覧授業，同26年4月の閑院宮，文相の参観授業，同29年4月の父
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母参観授業で，彼はいずれも海軍予科クラスの英文を担当したほか，輔仁会にも
熱心で，英語部第1回の部会で，教育勅語の英訳をしたり，その精神について英
語のスピーチを披露したり，　（17）中東クリミア半島の国際情勢を紹介し，ロシアの
南方進出の脅威を説く「東邦論」を明治24年から明治25年にかけて，4回にわけ
て輔仁会雑誌に発表している。また同誌23号には，「睡眠術の沿革」という未完の
原稿を寄せて，内外の睡眠療法の話をしているが，彼の学識の広さを物語るもの
と言えよう。
　また彼は文学にも長じ，宋王陽の漢詩を英訳したり，（18｝英詩人カムベルの戦争
詩を邦訳して輔仁会誌に掲載している。（19）
　学習院以降の氏であるが，明治42年紳士録には公使官書記官，同44年には外務
省翻訳官となっている。
48．中島雄之助　英文，習字担当
　【明22・11任学習院教授
　　明23・9　死去】
　「中島先生は嘗て同志社に学び，数年間米国に遊びて専ら哲学を窮め，業成り
て昨年帰着し，本院に教授たり」（輔仁会雑誌第2号，明23・9）
49．沢山　某　心理，倫理，英文担当
　古い記録で明治22年から明治23年9月までは在職が確認されたが，五十年史名
簿にはのっていない。
50．森　則義　仏文，英文担当
　森則義は安政元年（1854）生まれ東京府士族。明治6年陸軍省兵学寮十等出
仕。同j5年駅逓局御用掛，同20年逓信監察官（逓信省）を経て，明治22年同省非
職。
【明23・2　嘱託教師トス
　明25・8　任学習院教授，年俸500円
　明34・11依願免本官】
任”輔仁会雑誌4号（明24）　US）輔仁会雑誌15号（明25）　U9）輔仁会雑誌53号（明33）
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　氏は明治29年4月の父母参観授業で，中等科5年の仏文を担当したとの記録が
残っているほか⑳明治過去帳には，元学習院教授でフランス学者として名があっ
たこと，明治42年5月に気管支炎のため五十五才で残したことなどが述べられて
いる。
51　高崎行一　英文担当
　【明24・2　命教授ノ任務，月俸55円
　　明24・7　任学習院教授
　　明30・11依願免本官】
　学習院で6年余を過した高崎行一だが，その人物像は断片的にしか浮んでこな
い。輔仁会雑誌第7号（明24）に，「多年米国に留学せられし高崎行一先生には過
日本院新教官の任を拝命されたり」の記事があるので，米国から帰朝した新進英
学者ということはわかるが，履歴書はなく，当時の英文課長嵯峨根不二郎の「氏
ハ故中嶋教授二代リテ学習院英文課各課目教授ノ任務二堪工得ベキ学力ヲ有スル
者ト拙者二於テ思考候二付，云々」との推薦状があるだけである。
　氏は学習院在任中，生徒指導に熱心で，明治25年，26年，27年の片瀬游泳に引
卒教官として参加し，英文の補習授業で苦労したことなどを報告書に書いている。
また明治28年には行軍演習にまで参加している。明治24年の天覧授業では中等科
4年甲組，同29年の父母参観授業では中等科5年のそれぞれ英文を担当している。
彼は輔仁会の活動にも協力的で，明治24年5月の輔仁会大会で「米国の大学につ
いて」という題で英語のスピーチをプログラムに入れている。このように意欲的
に活躍された氏であるが，学習院を去ってからの消息がわからないのが残念であ
る。
52．ジョージ・ピー・アンダーソン　英文担当
　【明25・1　英語学・英文学教師トシテ八月迄雇入，月俸80円
　　明25・6　依願解締約】
53．立花銑三郎　哲学，倫理，心理学，倫理学，英文担当
　20｝輔仁会雑誌44号（明29）
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　【明25・9　教授ノ任務ヲ嘱託，年俸250円
　　明29・12　任学習院教授，年俸800円
　　明31・11兼任学習院幹事
　　明33・8　命独英留学（教育学研究ノタメ），学資年180ポンド
　　明34・4　命帰朝
　　明34・5　帰朝ノ途次常陸丸船中にて病死】
　明治過去帳に次の記事がある。旧筑後三池藩士立花碩の三男として明治元年生
まれ。三池郡橘中学にて笠間梧園の教えを受け，その後帝国大学に進んで教育学
を専攻，文学士となる。独英両国学事視察より帰朝の途次明治34年5月8日琉球
沖において船中で病死。妻遼子に先立たれ，後妻の満子はその姉だった。
　帝大では教育学を専攻したが，心理学から論理学まで，向うところ可ならざる
無しといった大変な才人だったようで，輔仁会雑誌に寄せた論文も「法相宗四重
出体論」（32号明27）や「小乗仏教の原因法」（39号明28）といった仏教学に関す
るもので，もう少し長生きしていたら，鈴木大拙の先輩格になったのではないだ
ろうか。閑院宮，井上文相の参観授業（明26）では高等科3年の倫理，父母参観
授業（明29）では高等科2年に論理，高等科1年には心理を講義したのも，その
多才ぶりを知るよすがとなるだろう。また氏は学問一筋の教師ではなく，明治30
年の行軍演習に参加し，学生と親しく起居を共にする一面もあった。
54．村田祐治　英文担当
　【明25・9　任学習院教授
　　明28・11任第一高等学校教授】
　ただし明治29年9月から35年8月まで，講師として引き続き学習院で教えてい
たためか，五十年史の名簿には講師としてリストアップされている。
　村田祐治は元治元年（1864）上総国の生まれ。明治22年帝大英文科選科に入り，
明治24年修了。翌25年学習院教授，28年一高教授。斉藤秀三郎を一高教授に推挙
し，斉藤の正則英語学校の創立と発展に協力した。昭和19年死去。著作には「英
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文直読直解法」（大4）などがある。
　学習院に就任したのは28才の血気旺んなころで，明治27，28年には学生と一諸
に行軍演習や，片瀬の転地游泳に参加し，片瀬では日課として英文の指導を行な
ったが，高崎氏の場合と違って，大変順調に行われた旨報告している921）また輔
仁会雑誌（25号明26）に本格的な英文学の論文「テニソン氏を吊す」を寄せてい
るのも印象的だ。彼もまた閑院宮，井上文相らを前にしての参観授業（明26）で，
中等科3年乙のクラスに英文を教えている。英学者としての氏の活躍は学習院在
職中から目覚ましく，増田藤之助やイーストレーキと組んで，当時の英学界最高
の権威とされた「日本英学新誌」（明25一明23）の編集にたずさわったり，明治
40年代に英学界に大論争をよんだ「直読直解法」の提唱者でもあった。
55．辰己小次郎　社会学，英文担当，講師
　【明25・9　教授ノ任務ヲ嘱託，年俸250円
　　明29・9　解嘱託】
　氏は輔仁会雑誌27号（明26）に「国体発生概論」と題して，バージェスの「政
治学・憲法論」を抄訳している。専門は法学か政治学だったのであろう。その後
の消息であるが，明治40年の紳士録に教師として，住所は浅草区北三筋町60とあ
る。
　　　　よしと
56。高根義人　法学，英文担当，講師
　【明25。9　教授ノ任務ヲ嘱託，年俸200円
　　明27・9　教課授業ヲ嘱託，年俸700円
　　明29・5　解嘱託】
　高根義人は明治26年の閑院宮，井上文相の参観授業で，高等科2年の法学通論
を講じ，明治29年の父母参観授業では，大学科1年に法理学を教えた法学者。講
師ではあったが，明治28年4月の野外行軍に参加するなど，なかなかファイトに
溢れた人物のように思われる。法学者ながら軍事面に興味を示し，（時はあたか
も日清戦役のさなかだった）彼が輔仁会雑誌の34号（明27・12）から40号（明28
　？1）輔仁会雑誌41号（明28）
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・6）まで5回に分けて掲載した大論文は「戦時国際法」だった。学習院を去っ
てからは商法学者として知られ，明治44年の紳士録には，法学博士，弁護士，と
ある。昭和5年64才で没している。
57．ジョン・トランブル・スウィフト（John　Trumble　Swift）　英文担当
　【明25・10　英語学英文学教師ヲ嘱託，月俸175円
明26・11
明27・4
明29・4
明29・8
明38・9
明39・9
約定書改正ノ上月俸120円
雇入ノ締約ヲ解ク
英文課授業ヲ嘱託，月俸75円
解嘱託
英文課教師ヲ嘱託
解嘱託】
　米国コネチカット生まれ。エール大学卒業のMA。明治21年YMCA教師団の
一人として来日。明治学院教師。翌22年日本YMCAを創立。明治32年以降，東
京高師，帝大，東京高商で教師を歴任，ジャーナリストとしても活躍した。昭和
3年病股。（1861　一　1928）
　スウィフトは学習院に都合3度雇われたが，そのたびに月俸が下ったのはどう
いうわけだろうか。氏に関しては，大野延胤氏が学習院短大紀要で触れておられ
るし，⑳その論文の中で紹介されている，落合則男の「スウィフトものがたり」㈱
で詳しく扱われているようだが，氏は日本YMCAの生みの親であり，　YMCA
教師（Association　teachers）の草分けだった。学習院で2度目の教鞭をとってい
た明治29年，氏は父母参観授業で，中等科6年級と高等科3年級を担当した。温
厚な人柄で知られ，明治27年に学習院を最初に去る時にも，輔仁会誌の編集委員
は「氏固と米国に生れエール大学を卒へ我邦に来り専ら学生教導を以て任ぜられる
と聞く温厚篤実は実に氏の特性にして後進に接する最も懇到院を挙げて氏を賞讃
愛慕せざるものなし，云々」とそのはなむけの言葉を送っている。図
　氏は当時の一流校で教鞭をとり，英語教育に尽力するかたわら，帝大のロイド
　⑳学習院女子短大紀要20号（昭57）　㈱日本YMCA資料，1978
　i24輔仁会雑誌31号（明27）
　　　　　　　　　　　　　　　　　－52一
教授と共に英語の検定委員もつとめていた。また長年の滞日で日本語も自由にな
ったらしく，「青語青年」で和文英訳の欄を担当したこともあった。
5＆重見周吉　英文担当
【明26・9
明35。6
明35・9
明38・9
任学習院教授，高等官七等
高等官五等，年俸1000円
命非職
非職満期】
　重見周吉は慶応元年（1865）11月生まれ愛媛県平民。明治15年今治中学校卒
業，伺17年渡米，21年工一ル大学理学部卒業，24年6月同大学医学部卒業後帰朝
しているが，医学部を出て英語の教師となった変り種である。氏は12年間学習院
に在職したが，その間明治29年の父母参観授業では，大学科1年と高等科2年の
英文を担当したほか，明治30年の行軍演習にも参加している。氏については，あ
とでまた触れたい。
59．ウィリアム・ジョージ・スミス（William　George　Smith）英文担当
　【明26・11英語学並英文学教師トシテ雇入，月俸70円
　　明32・5　約定書改正，月俸75円
　　明35・6，事故ニヨリ65日間欠席ニツキ自然破約
　　明36・8　傭期限満了】
　氏は英米作家43人の詩集に注30頁をつけ，明治29年に，Specimens　of　English
Verse（1899）を学習院から出版するなど，学習院とは縁の深い外人教師だった
し，輔仁会雑誌に和訳付きの英文物語The　Miser’s　Shoesや短かい教訓話などを
のせて学生には親しまれた先生だったようだが，前述の履歴を見ても判るように，
学習院との別れは悲しいものだったらしい。輔仁会雑誌にも，「その徳その教を慕
ひし輩，相図りて送別の会」を開いた時の報告がある。集まるもの150有余名，
スミス先生は静かにその席を立って，名残り惜しげに告辞を述べたとのことだ押
明治42年の紳士録をみると，氏は陸軍砲兵工科学校教師となっている。
　⑳輔仁会雑誌61号（明36）
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60．南岩倉具威　英文担当，講師，学習院出身
　【明28・10　教授ノ任務ヲ嘱託
　　明30・7　解嘱託】
　維新の元勲岩倉具視の血をひく家柄の出で男爵。明治27年に学習院学士となっ
た一人。学習院海外留学派遣生第一号として，明治23年高等科在学中英国留学し，
25年オクスフォード大学入学。ギリシャ，ローマの古典，国際公法，英国憲法，
英国契約法などを修めて，28年BAの資格を得て帰国，母校の講師に迎えられた
ものである。在英中は輔仁会雑誌に英国人の愛国心に関する話（6号），英仏人口
の比較（11号），デイリー・ニュース紙記事の紹介などの原稿を送り，帰国後も「英
国土産」という一文で43号（明30）の巻頭を飾った。29年の父母参観授業で彼は
高等科2年と中等科3年の英文を担当した。学習院を離れてからの彼は華族の卒
業生の例にならって，悠々自適の生活に入ったらしい。明治42年の紳士録には男
爵，貴族院議員とある。
61．志田鐸太郎　商法，英文担当
　【明29・6　教授任務嘱託，年俸300円
　　明31・8　依願解嘱託
　　明35・9　兼任学習院教授（東京高商教授）
　　明36・7　依願免兼官】
　明治元年生まれ北海道士族。一高を経て，明治27年帝大法科大学卒業，大学院
に入って商法を研究。30年高商教授。31年から3年間独仏に留学，商法を研究する。
帰国して学習院兼任教授となったわけだが，明治42年の紳士録には，法博，東京
高商教授兼東京帝大教授，東京商工会議所特別議員となっている。商法の第一人
者ともいうべき学者が，学習院では英文を担当していたわけである。昭和26年82
才で没。
62．荻村錦太　英文担当
　　【明29・11任学習院教授，年俸550円
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　　明43・6　従五位，高等官三等，年俸1700円
　　大4・8　依願免本官（年俸2500円）
　　大5・11死去（従四位）】
　明治3年6月生まれの愛知県士族。明治18年頃から独学で英学修業に志し，や
がて内外人のもとで英語英文学を研究，英米人との和英交換教授，通弁，国民英学
会の教師などを体験した後，28年文部省第8回教員学力検定試験（英語科）に及
弟，直ちに五高の英語講師に迎えられた。翌年学習院に招かれて教授になった荻
村氏だが，彼については大村喜吉氏が一寸触れている。囲それによると荻村氏は
明治25年に国民英学会に入ったのだが，訳読科を終えたとき30名の中の首席，正
科を修了したときも21名中の1位，文学科を卒えたときは32名中の3位だったと
か，大した秀才だったらしい。明治26年にディクソン氏の紹介で，大学を出たば
かりの夏目漱石が国民英学会を教えたことがあったが，このとき学生荻村錦太は
突然立って，「このmeはEthical　Dativeですか」と尋ねたという。すると漱
石はすまして，「別にそう難かしいことを言わなくても意味はよく判ります」と
言ってさらりと受け流したとのことだ。荻村氏は五高教授佐久間信恭に抜擢され
てその講師となったが，明治29年には学習院に移っているから，松山中学から29
年に五高に転じた漱石とはすれ違いだった。
　学習院に移ってからは，彼は英語の授業のかたわら，輔仁会英語部の育成にっ
とめたり，学生に混ってボートレースに参加したりしていたが，明治41年からは
第四寮長として寮生による英語会などを熱心に指導していた。彼の横顔は輔仁会
雑誌百号（大5）にのせられた本多忠次の哀悼文に見ることができる。氏は面を
かぶって学生たちと一緒になって汗を流したり，秋の夕「同じ机の上，同じ電気
の下で，同じく声を揃えて読んだ」こともあったようだ。師というよりは慈父と
いうた印象であったらしい。若い頃から苦学をした人らしく，勤勉さと熱意は大
いに学生に刺激となった反面，余りのきびしさ故にその真意を汲めなかったもの
に反感を抱かせることもあったのではあるまいか，という疑問も投げかけられて
　㈱日本の英学100年大正編PP．389－90
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いる。また多趣味な人だったらしく，狩猟，釣り，写真など，当時としては随分
モダンな楽しみを持っていたばかりか，なかなかの食道楽の面もあったようであ
る。
　「大正過去帖」に彼の記事が残っている。元学習院教授，従四位勲五等。大正
4年9月中耳炎を病み職を辞し府下高田村上り屋敷3604の自邸に静養中，今春
より胃病併発大正5年11月5日逝去。本葬は郷里三州岡崎にて行なう。
63．石川角次郎　英文担当
　【明30・9　任学習院教授，年俸800円
　　明35・6　奏任官五等，年俸1100円
　　明36・4　依願免本官】
　石川氏に関しては，明治35年5月の輔仁会英語部発表会に出席したとの記事の
ほか，あまり資料が残っていない。
64．松井安三郎　英文担当
　【明30・9　任学習院教授（前任山口高校教授）
　　明39・10　兼任学習院主事，年俸1200円
　　明40・4　命庶務課長
　　明40・11　命会計課長，年俸1400円
　　明41・7　命第一寮長
　　大3・3　免第一寮長，命第六寮長
　　大7・4　命体育会議員，体育会議長
　　大8・8　1級俸3000円，休職被仰付
　　大10・2　依願免本官並兼官】
　夏目漱石の先輩で帝大文科大学英文科第1回生立花政樹氏の思い出によると，
当時立花氏がたった1人の本科生で，英語選科生には村田祐治と松井安三郎が在
籍していたという。この2人とも学習院に職を奉じたわけだ。松井氏は英文専攻
者にしては珍らしく，事務的才能に恵まれていた人物だったようだ。
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65．吉田栄右　英文担当
　在職明32・9一明38・9
　着任間もない明治33年12月の輔仁会誌（53号）には，吉田氏が輔仁会英語部と
水上部の評議員に任じられたことが報じられ，翌34年の第3回英語部例会では，
氏みずから英文の教育勅語を朗読し，生徒の出し物の指導にも大いに力を注いで
いた様子が伝えられている⑳学習院を去ってから，彼は外国系会社に移ったらし
く，明治42年の紳士録には紐育生命保険会社社員，44年には同社証券課長となっ
ている。
66．副島道正　英文担当，講師，学習院出身
　【明32・9　学習院教授ノ任務ヲ嘱託
　　明38・9　解嘱託】
　維新の指導者副島種臣の血を引き，明治4年10月生まれの華族。明治18年学習
院尋常中学入学。20年渡英，24年ケンブリッジ大学入学。27年6月同大学政治学
科を卒業してBAを受ける。同年10月帰朝，翌28年東宮侍従及び式部官に任ぜら
れたが，30年にその職を辞している。学習院を離れてからは，実業界に転じ，10C
の委員をしたこともある。元伯爵。昭和23年78才で没。
67．河村金五郎　法学，英文担当，講師
　在職　明32・10一明38・9
　河村氏に関して，学習院にはほとんど資料が残っていないが，明治42年の紳士
録には枢密院書記官長兼秘書官とあり，官界のエリートコースを進んだ人物のよ
うだ。昭和16年73才で没。元宮内次官。
68．渡辺　良　英文担当
　【明33・9　学習院教授ノ任務ヲ嘱託
　　明35・12　任学習院教授
　　明38。12　英語研究ノタメ1ケ年英米留学ヲ認可。帰路ドイツニ於テ近世外
　　　国語教授法研究ヲ嘱託
　⑳輔仁会雑誌55号（明34）
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　　明43・4　命非職
　　明44・9　命復職
　　大4・5　命休職，死亡】
　渡辺良は明治7年4月東京生まれ。明治33年7月東京帝大文科大学卒業後，そ
の生涯を学習院に棒げたのだが，輔仁会雑誌に寄稿した論文を見ると，まさに博
覧強記で各国語に通じ，もっと天寿に恵まれていたら，我が国の比較言語学の先
駆者となっていたかもしれない。彼の論文には，22類にわたる各言語群を渉猟し
た比較言語学的な「各国語における馬」（61号明36），わが国の和歌19首の英訳，
仏訳，独訳を比較対照した「語海1胃滴一束華西筆」（64号明37），各国語の花名
を列挙した「語海潟滴一花名と其意義」（66号明38），馬の言語学を更に徹底し，
76類970余種の呼称を世界各地の言語から収集した「世界に於ける馬の称呼」（76
号明41）などがあり，その緻密な研究ぶりには驚くほかはない。明治39年の留学
の土産は，輔仁会雑誌に出した「ハーヴァード・ケンブリヂ両大学競漕」（72号
明40）もあるが，40年2月帝国教育会で講演した「英国における外国語教授法」
が「英語青年」誌上で発表されている。（28）
　氏は荻村錦太が病に倒れたすぐあとに病床についたらしいが，学生に惜しまれ
ながら荻村氏よりも早く世を去った。享年41才だった。
69．フランク・ミューラル　英文担当
　【明35・3　英文科教師二嘱託ス，月俸250円
　　明35・6　解嘱託】
　Frank　Muller（1864－1917）は学習院との縁は薄かったが，それでも明治
35年5月の英語部演説会でスピーチをしたとの記録がある。ミューラーは米人ス
ウィフトに招かれて明治20年に来日したYMCA教師の1人で，和歌山中学，海
軍兵学校，神戸高商などの英語教師を歴任した。明治40年に“Theatricals　and
the　Learning　of　Language”という1文をJapan　Mailに寄せ，日本の学校にお
ける英語会の発表が，余りに芝居ついたり，やたらに難解な文章を丸暗記するよ
　⑳英語青年明40年3月号
一58一
うな傾向を批判し，原点に帰って真に実用に供される英語力養成を目的とすべき
だと苦言を呈したりしている。
　　　　ないぶ
70．神田乃武　英文担当，高等科中等科長
　【明35・9　任学習院教授
　　明35・12　命高等科長，命中等科長
　　明36・1　命欧文課主任
　　明37・8　免高等課長
　　明38・2　命英文課主任
　　明44・9　依願免本官】
　神田乃武は安政4年（1857）2月江戸の生まれ。幼名松井信五郎（松井永世
次男）。蘭学者で明治初期を代表する知識人神田孝平の養子となり，養父と親し
かった森有礼が，小弁務使（公使）として明治3年に渡米するのに従って，14才
でアメリカに渡る。滞米8年でアマースト大学卒業（一般基礎学），MAを取得。
米国でエマソンの講演を聴いて感激，明治12年帰国後，大学予備門でエマソンを
講じた。また帝大文科大学では英文学のほかラテン語も担当し，シーザーを読ん
だほどの学者だった。30年東京高商付属外国語学校（32年独立）を設立，外語主
事の名称でその校長となっていた。明治45年からは東京高商教授となった。明治
31年男爵位を継ぎ，貴族員議員ともなった。大正11年12月30日直腸癌で逝去。著
書は模範英和辞典（明44），袖珍コンサイス英和辞典（大11），New　Crown　Rea－
ders（大12）ほか多数。
　「英語と言えば神田，神田と言えば英語」とまでもてはやされた明治英学界の
重鎮であった氏のことだから，明治15年に津田梅子に求婚した話だの話題には事
欠かないが，ここでは学習院に関係するものを挙げてみよう。一時停滞期に入っ
ていた英語部の活動を一躍全国有数のレベルにまで高めたのも，氏を中心とする
英語科の努力の結果であったが，例会のあとに氏は必ず懇切な講評と注意とを英
語で与えていた。また外国語教育の充実に情熱を燃やしていた近衛院長の死にあ
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たって，氏は英文でTributeを棒げ，輔仁会雑誌に載せたほか，同誌の72号（明
40）に，“ALesson　in　English”という輔仁会大会公演用の対話劇の脚本も発表
しているが，これを読むと，氏の日頃の授業のメソッドがうかがえて，興味深い。
この中に先生の科白として，Remember　it　is　practice　that　makes　perfect，　as
our　late　President　once　said，　it　is　practice，　practice，　practice．という一節が
ある。このour　late　President（前院長）というのは菊池大麓男（1855－1917）
のことで，学習院改革案が保守的な宮内省の容れるところとならなかったため，
在任1年余りで職を辞した院長だった。慶応2年（1866）幕府から英国に派遣
された少年たちの中の最年少12才の箕作大六というのがその人で，帰国後東京大
学で数学など理科系科目を教える際に，原書をテキストに使い，自分も英語で授
業をすすめたほどの英語の達人で，明治42年にはSome　Remarks　about　Middle
School　Teachersというすぐれた論文を発表しているほど英語教育に関心を持っ
ていた人物だが，英語部例会に出席してPracticeの必要性を操返して説いたの
だった。菊池男はその後貴族員議長となり，東京帝大名誉教授，京都帝大総長に
なった。英語教師ではないが，彼は学習院の英語教育の歴史の中では忘れてはな
らない人物である。
71．熊本謙二郎　英文担当，中等科長
　【明35・9　学習院教授任務ヲ嘱託
　　明35・12　任学習院教授
明44・9
大5・4
大6・3
大7・4
大8・2
大8・4
大9・4
命英文主任，高等官三等，1800円
命教務課長
解英文主任
命体育会議議員
欧米諸国へ出張被仰付
免教務課長
命中等科長
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　　大9・6　命図書課長
　　大10・4　依願免本官，講師ヲ嘱託
　　大10・7　依願解嘱託】
　熊本謙二郎は慶応3年（1867）大阪の生まれ。明治17年大学予備門入学，次
いで帝大法科大学に入ったが病気のため中退。姫路と大阪の中学で11年ほど英語
を教えたが，その後明治31年三高教授，32年に矢田部良吉氏の後任として高師教
授，35年からは学習院教授をつとめた。大正10年からは早大高等師範部教授。昭
和13年没。著作には13種類の英語教科書のほか，訳注や辞典等がある。本人の言
葉を借りると「1awyerの成り損い」だそうで，初め医学を志し，っぎに法律を
志したが，いずれもその学校が廃校になったので，遂に英語で立つようになった
のだという。氏は「日本一の英語教師」と称えられたほどの「天下一品」の授業
ぶりで評判だったが，またその活動は著作，編集の面でも発揮されていた。　「英
語青年」の編集委員として，精力的な執筆活動をするかたわら，各種の訳注書を
出したり，南日恒太郎と共に「モダン英和辞典」を発行したり，英語教員検定委
員をっとめたり，各地で講演をしたりしていた。氏はまたその学殖の広さでも知
られ，英文を志すもの，国漢の知識がなくてはならぬ，「和漢英の語法を比較し
て教える」ことが必要だと言っていた。⑳
　氏の主要論文には「脳の柔軟体操」（「英語教授」明41），「英語の空気」（「英語
青年」明39），「英語と日本語との比較」（同上明40）などがある。なお氏が菊池院
長が志成らずに辞任したのを惜しんで書いた英詩The　Pedagogue（教師）が「英
語青年」誌と輔仁会雑誌（明38）の両方に掲載されている。なお氏は大正14年に
始まったばかりのラジオによる英語講座も担当している。
　　なんにち
72．南日恒太郎　英文担当，中等科長
　【明35・9　任学習院教授
　　大3・12　高等官3等，3級俸，2000円
　　大6・3　命英文主任
　⑳英語青年（大3）
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大8・4
大8・12
大9・4
大9・6
大10・8
大10・9
大12・9
命教務課長，命中等科長
命学習院主事事務取扱
免教務課長及ビ中等科長，命庶務課長兼会計課長
免学習院主事事務取扱
免英文主任
命休職
休職満期】
　南日恒太郎は明治4年（1871）9月富山県の農家の生まれ。幼時から国文と
英文に長じていたが，病弱のため中学中退。明治26年国語検定試験に合格して同
年富山中学校教諭。28年上京して国民英語舎に学び，29年に英語検定試験に合格。
この試験で氏は英文法で最高点をとり，試験官の神田乃武に認められる。翌30年
正則中学教諭，その後三高，学習院教授を歴任し，大正12年富山高校の創立とと
もにその校長となる。昭和3年生徒を引率して水泳訓練中水死した。彼は英語参
考書に一時期を画し，文型によって分類した手作りの「英文和訳法」（明38），「増
訂和文英訳法」（大4）などは多年にわたり受験生に親しまれた。また辞書の編
集にもたずさわり，明治42年には神田乃武と共編で「英和双解熟語大辞典」（有
朋堂），はじめてジョーンズ氏式発音記号を採用した熊本謙二郎と共編の「モダ
ン英和辞典」（大15，有朋堂）などを出した。またそのほか「英語青年」などを
中心に，活発な執筆活動を行っている。
　学習院においては，彼は神田，熊本と並んで，英語科の黄金時代を支え，輔仁
会英語部の大会や，寮の研究茶話会などで，学生の英語力の養成に力を注いでい
たばかりでなく，色々為になる講話をして，学生に感銘を与えていたようである。
南日氏は文学的センスに優れ，「赤城雑詠」と題する英詩を「英語青年」（大2）
に発表したり，輔仁会雑誌には「六日御奉送のおりに」（97号），「和歌」（98号），
　「和歌十二首」（105号）と題したすぐれた短歌を載せたりしている。
　この当時の学習院英語科の訪問記がある。静岡県の中学教諭佐々木文美が「英
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語青年」に寄せた学校訪問記の一節である。⑳原文は流麗な英文で書かれている
が，日本語に直して紹介しょう。「……さていよいよ学習院に話を移しましょう。
ここの英語科で一番著名な人物は，日本英学界の「花」といわれる神田男でしょ
う。彼が英語を和訳したり，その逆をするやり方は，非常に明快でかつ説得力が
あるので，学生は彼の唇から流れ出る言葉に文字通り魅了されてしまうのです。
授業中の彼の読み方は，必ずしも正式（forma1）なものではありませんが，非常
にエロキューションが巧みなのです。彼の流暢さ，発音の正確さ，抑揚の適切さ
などを耳にすれば，職業上あるいは義務の上から英語を専門にやっている人々に
大いに感銘を与えるでしょう。彼を日本最高の英学者の一人と認めることに，私
はいささかも疑問を抱きません。
　同じ学校内に，その学識を見落してはならないもう二人の教授がいます。熊本，
南日両教授です。二人とも留学の経験はないのですが，自分が教えている言語を
完全にマスターしています。訳読用のテキストの説明に，自由自在に英語で説明
を加えているところなどは，外国の大学でなになに学士の学位を取った人々に決
して劣るところはありません。勿論これほどの学力に達するには，生来の天分も
ずい分あずかって力があったこととは思いますが，全く母国に留って勉強してい
ながら，これほどの外国語の運用能力が養われるとは，全く驚かずにはいられま
せん」
73．服部他之助　英文，生物，地質担当
【明35・9
明39・6
明41・7
大4・1
大12・4
任学習院教授（前任水産講習所技師）
高等官4等，年俸1200円
命第三寮長
免第三寮長，女子部転勤
女子部退官】
　ウワバシ大学出身の「バチェロル・オフ・アーツ」と学習院年報に紹介されて
いるが，氏は理科系の出身でありながら，学習院では中等科の英語を担当してい
　侶⑪｝英語青年（明39年2月）
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たようだ。輔仁会英語部の発表会では，常に平易な英語で，主として怪談など面
白い物語を語って聞かせていた。そして感心するのは，英語部の例会に必ず来聴
していたことで，神田男が去ったあとも，長く英語部のレベル保持に尽力した様
子が見られる。また寮の英語会でも，わかり易い英語でThe　Story　of　Dream
を話してきかせたりして，大変人気のあった教師だったように見うけられる。⑳
大正4年に女子部に転勤となったとき，「温順」な服部氏と別れるのは学生には
ショックだったらしく，寮生や院長，諸先生，陸上部，外国語部の面々によって，
親しく送別の会がもたれたと報じられている。（32）
74，松田一橘　英文担当
　【明35・9　教授任務ヲ嘱託
　　明37・10　命学務部事務取扱
　　明38・11　任学習院教授，年俸1000円
　　明39・1　依願免本官，任日本語学校長】
　松田氏は学習院の初等科で蓄音機を利用して英語を教えたり，自分で蝋管に吹
き込んで発音の練習をさせるといった，当時としては非常に進歩的な授業をやっ
ていた。附また明治40年にも語学協会の講演で，蓄音機による語学教育が有益なこ
とを説いたあと，村井氏とメドレイ氏の会話を吹き込んでみせるなど，岡昨今ブ
ームになっているLL教育の先駆者でもあった。氏は岩手県の出身，英語教育を
志して，東京外語で教鞭を取ったあと学習院教授となったが，外国人に日本語を
教えることに身を棒げる決意を固めて学習院を去り，築地の日本語学校長となり，
この分野のオーソリティとして敬愛されていた矢先，不幸にして肺病に倒れ，明
治41年10月30日天折した。
75．木部守一　数学，英文担当，講師
　　【明35・9　教授任務ト講師ヲ嘱託
　　明37・ユ1解嘱託】
　　　　ひでい
76．福岡秀猪　英文，国際法担当，講師，学習院出身
（31｝輔仁会雑誌78号（明42）　劒輔仁会雑誌95号（大4）⑬学習院百年史｛1｝p．406
働英語青年（明40年5月）
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　　【明35・1ユ　教授ノ任務ヲ嘱託
　　明39。4　解教授任務，講師ヲ嘱託
　　大4・9　解講師嘱託，教課授業ヲ嘱託
　　大8・6　依願解教課授業嘱託】
　明治38年の学習院年報をみると，氏はブルクセル大学のドクトル・アン・シヤ
ンス・ポリチック・エー・アドミニストラチブ（政治行政学博士）とエール大学
のレーグム・マジスター（法学士）の学位を持った子爵だった。明治4年生まれ
で昭和7年62才で没。法学者として知られていた。
77．ダブルユ・デー・カニガム　英文担当（大・高・中），米国人
　【明36・4　同年6月30Bマデ英文課教師ヲ嘱託，1時間二付3円支給
　　明36・9　英文課教師ヲ嘱託，年俸2000円
　　明37・9　解嘱託】
　カニンガム（William　D．　Cunningham　1864－1936）が学習院で教えた期間は
極く短かかったが，氏は大変積極的に学生指導に参加した。ジョージ・スミス氏
が学習院を去るのを惜しんで送別の辞を述べたと輔仁会雑誌61号（明36）に記録
されているほか，同号には“Athletics　in　American　Colleges”という一文が掲
載されている。更に輔仁会の英語部大会でも，平易な英語で充分立派な内容のス
ピーチができる旨明快に話して，学生に大いに感銘を与えたという記録もある。闘
氏については，偶然の機会から，現在ハワイ在住で，氏の孫にあたるW．カニン
ガム氏と知り合いになり，彼の祖父の伝記を見せて貰っているので，後の項でそ
の紹介をしよう。
　外人教師の効用について，岡倉由三郎はむしろ否定的だったのに対し，神田乃
武は大いに賛意を表したものの，男性の場合一家を支える必要からかけ持ちが多
くなり，必然的に授業がおざなりになるので，むしろ女性が良いと語ったとのこ
とだが，カニンガム氏のような熱心な外人男性教師がいたことを忘れてはならな
い。
　（鋤輔仁会雑誌63号（明37）
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78．アーネスト・ケンダル　英文（中）担当
　【明36・9　英文課教師ヲ嘱託，年俸1000円
　　明37・9　解嘱託】
79．南部信方　植物，英文担当，講師，学習院出身
　在職　明36・12一明38・9
　南部信方は明治40年以降の紳士録には子爵と出ているだけなので，ほんの一時
だけ母校の教壇に立って，あとは悠々自適の生活に入ったものであろう。
80．アナ・シー・ハーツホーン　英文（初）担当，米国人
　【明37・9　英文課教師ヲ嘱託　月俸25円
　　明39・3　解嘱託】
　外人教師の中で給与がひどく低いのが気になるが，ハーツホーン（Anna　Cope
Hartshorne　1860－1957）は明治期英学の大恩人の一人である。万延元年米国フ
ィラデルフィア生まれ。プリン・マー大学に学び，滞米中の津田梅子と出会った
のが日本との関係のはじまりで，明治26年父とともに来日。一時帰国したが，28
年再来日。津田梅子が女子英語塾を開くのを助けるため，35年にもう一度来日し
て津田塾の発展に献身した。その間普連土，明治女学校，女高師などでも教え，
ベルリッツ・メソッドの紹介者としても知られる。第二次大戦で昭和15年に帰米。
その後高令のため来日できず，昭和32年10月97才で股した。著書には“Japan
and　Her　People”（1902）などがある。
81。エ・エ・マッケンズイ　英文担当
　在職　明37・9一明38・7
　明治38年2月の英語部例会で，氏がスピーチを被露したとの記事が輔仁会雑誌
65号に出ている。
82．ジー・アール・ベテンジャー　英文（高・中）担当，米国人
　【明38・9　英文課教師ヲ嘱託，月俸250円
　　明40・7　解嘱託】
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　ベテンジャーはハーヴァード大学出身のMAだったが，学習院を去って間もな
く帰国したものとみえ，明治41年頃米国の雑誌に，日本での教師生活の思い出を
寄稿している。そこに見る日本の学生観が興味深い。氏の言葉によれば，教壇の
懐しい思い出は，師弟の情誼の厚いこと，礼儀正しいことで，師に対すること父
に対する如くせよという孔子の教えの賜物であろう。学生は向上心が強く，機会
があれば英語に磨きをかけようとしている。進度の遅れた生徒などは教室内の英
語では足りず，誰彼となく外国人を掴えては英語の練習をするとか。また学生の
勤勉さは予想以上で，常に英書を開いて夜更けまで勉学に打込むものも多く，部
屋の中には，英和，和英のポケット辞典，ウェブスター，熟語辞典，さらにスタ
ンダード大辞典など，殆ど有らん限りの辞書類を積んで刻苦勉励するばかりか，
甚しいものに至っては，辞書の1頁1頁を読み通すとか。㈹明治の先輩たちの努
力と意気ごみに比べると，現在の学習院生は反省するところが大いにありそうで
ある。
83．藤沢周次　英文担当，中等科長
　【明38・12　教授ノ任務ヲ嘱託
明39・6
大7・4
大8・4
大10・8
大12・4
大14・2
昭2・4
昭5・4
昭7・8
昭11・4
任学習院教授，高等官6等
命体育会議議員
高等科副科長ヲ命ズ
命英文主任
命高等科英語主任及図画唱歌主任
英語及英文学研究ノ研究ノ為一年ニケ月英米へ在留ヲ命ズ
命中等科英語主任
命図書課長
免図書課長，命中等科長
依願免本官，学習院名誉教授ノ名称ヲ授ク】
藤沢周次は上の経歴でも判るように，学習院内での要職を歴任し，黄金期を迎
（36）英語青年（明42年2月）
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えた英語科の伝統を守り続けた中心的人物だが，その主な活動は大正期に入って
からであるので，それらは次の大正編，昭和編に委ねたいと思う。それでも明治
期においても，新人教師として積極的に英語部例会等に出席し，時にはスピーチ
を聞かせたりしていたようだ。輔仁会誌73号（明40）にその時の様子が出ている。
「……次は藤沢先生のBoy　heroの御話である。先生は此度が初めての御演説で
あるそうだので前から評判であったから先生が演台に出られた時は喝采しばしは
止まらなかった。我れ我れは前の方に座を占めて居ったから，桃太郎の御話，大
層面白く拝聴しましたが，後ろの方に居った者は余り御声が小さかったので伺が
われなかったそうです。……」また氏が第六寮の英語茶話会で「ゴールデン・タ
ッチ」の話をしたとの記事もある。（37）
　　しおや
84。塩谷栄英文担当，講師
　【明39・1　教授ノ任務ヲ嘱託
　　明39・4　解教授任務嘱託，講師ヲ嘱託
　　明41・9　解嘱託】
　塩谷栄は明治6年（1873）佐倉の生まれ。一高を経て明治27年帝大理学部に
進んだが中退。33年渡米，シカゴ大学，エール大学に学ぶ。37年東京外語講師。明治
41年から大正10年まで東京高師教授。大正9年から11年まで雑誌「新文芸」を主
宰。昭和36年（1961）病段。著作には「そぞろ歩き」（大5），評伝「ヘンリー
・ジェイムズ」，注釈ラスキン「近世画家論」などのほか，英訳「不如婦」（Na－
miko　1904），「忠臣蔵」（Chushingura　1940）などの流麗な英文は当時の評判だっ
た。また彼は「英語青年」などにテニスン，バーディ，サッカレー，ディケンズ，
コウルリジなどの文学を意欲的に紹介したことでも知られ，さらに大正14年から
昭和11年までラジオ英語講座でも活躍していた。
　ところで学習院講師を辞退するようになった事情だが，「英語青年」（明43年2
月）にそのことへの言及がある。彼は英語読本全4巻を刊行の予定であったのだ
が，3巻までは無事に印刷が終ったのに，印刷屋の主人が第4巻の原稿を電車の
　㈹輔仁会雑誌79号（明42）
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中で盗まれてしまったという。新聞に広告を出したり，警察に依頼したが，どう
しても出て来ない。材料は英米の新刊書から集めたものだし，語句の排列も入念
に検討済みの原稿だったから，おいそれと補充はできない。そこで氏は万策尽き
て高師以外の一切の学校を辞任して，編集に再び取りかかり，明治43年にやっと
そのすべての刊行をみたのだということだ。氏は輔仁会の英語部例会にも一度出
演してスピーチをしている。それを聴いた学生の印象は，「余り六ケ敷く僕等には
よく解らなかった。然しその流暢なtongueには聴衆一同charmされてしまった」
とある。㈱
85．野村三郎　英文担当
　【明40・4　講師ヲ嘱託，年俸850円
　　明41・3　任学習院教授（前任東京音楽学校教授）
　　大9・12　高等官三等三級俸，3100円
　　大11・1　命入学試験学科委員（英文）
　　大11・3　藤沢周次病気中英文主任代理ヲ命ズ
　　大12・4　命中等科英語科主任
　　大14・11命初等科兼務
　　大ユ5・6　勅任官ヲ以テ待遇セラル
　　昭2・4　依願免本官】
　野村三郎も大正期英語科を支えた一人であるので，多くは続稿に譲ろう。明治
期において，氏も英語部例会に熱心に参加して学生の指導に当り，彼自らも第22
回例会，及び第32回例会でスピーチを聞かせたとの記録がある。
86．アルフレッド・ディー・チャールトン　英文担当，（英国人）
　【明40・8　英文課教師トス，月俸300円
　　明43・4　年俸4300円トス
　　大2・9　解嘱託
　　大5　　　死亡】
　㈱輔仁会雑誌72号（明40）
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　チャールトン（Alfred　D．　Charlton）も英語部例会にときどき参加したという
記録があり，明43年6月の第29回例会では，“Union　jack”という題で200人余
りの学生を前にしてスピーチをしたそうだ。大正5年に日本で亡くなったようだ
が，氏が学生に敬愛された温厚な老教師タイプだったことが，輔仁会雑誌98号（大
5）にのせられた学生の追悼文を読むと知ることができる。「……我々が机の下で
何をして居ても日本語で他の話をしてもあなたはだまっていらっしゃいました。
（中略）我々よりも長くこの日本の土地に居られたあなたは我々が何を言ひ何を
しているかを知っておられたに違いありません。又あの青く澄んだあなたの目に
は名誉や富にあこがれる悶への色はなかった。そして淋しい自己の運命に満足し
た平和の光に輝いていました。私はあののんびりした温厚な英国式の老紳士を思
ひ出さずには居られません。（後略）」「顧るに先生と相知る永きにあらず。然れど
も余の先生に対する感情は既に深きをなせり。先生我院を去って慈に二星霜。互
に相見るの日なしと錐も先生の慈愛に充ちたるその温容髪髭として目に新なるを
覚ゆ。抑も先生その一命を我国に托されてより専ら力を公共に教育に捧げられて
我国のために尽された功大なりとす。畏くも先帝御在世の折先生のために光栄あ
る勲章を授けられたる亦偶然に非ざるなり。（中略）厳に歌二首を草して御霊の
慰籍となさん。
　とつ国の身まかりましぬ師の君の奥津城近くわれひとりなく。
　師の君にたむけし花は香へども　もだせる君を見るが悲しき」
87．梅谷興一　英文担当，講師
　在職　明41・9一大1・10
　梅谷興一については，まだ資料が余りに乏しいので，今後の調査にゆだねなく
てはならないが，大正15年から昭和12年にわたって，4回ラジオ英語講座中等科
講座を担当しており，当時第一線の英学者だったことがわかる。
88．鈴木貞太郎（大拙）英文担当
　【明42・8　講師ヲ嘱託
一70一
明43・4
大5・4
大7・4
大10・5
任学習院教授，高等官6等
命第一寮長並第二寮長
命体育会議議員
依願免本官】
　鈴木貞太郎は明治3年（1870）10月金沢の生まれ。明治16年13才で本多町小学
校から石川県専門学校（四高の前身）に入学，西田幾太郎と同窓となる。作文と
英語にすぐれ，スペンサー，ルソー，エマソンに親しむ。22年19才で能登飯田小学校
の英語教師，翌23年英語科教員仮免状を取得，石川県美河小学校高等科訓導にな
る。24年上京，東京専門学校，帝大哲学科選科で学ぶとともに円覚寺で禅の修行
に励み，明治29年東洋哲学の権威ポール・ケーラースを頼って渡米。ケーラース
の紹介で，オープン・コート出版社で働きながら苦学，東洋学に関する論説，批
評などを書く。「大乗起信論」の翻訳はこの頃のこと。明治40年釈宗演の講演旅行
に従い，彼の「法話集」を英訳。41年「大乗仏教論」「禅宗概要」「支那上古哲学
史」を英文で発表し、欧州漫遊に出発。42年帰国，学習院教授，大谷大教授を歴
任，英語を教えた。号大拙。41才の時米人ビアトリス・レーンと結婚。昭和4工年
（1966）96才の高令で般する直前まで世界の第一線の学者として活躍した。氏
の著書は仏教，特に禅の研究が多く，その海外紹介に努めたが，最近のものでは
“Studies　in　Zen”（1955）などが良く知られている。
　氏は大正期の英語科を代表する教師であるので，続稿でとり上げたいと思うが，
思想家大拙像が余りに偉大なため，英語教師としての貞太郎がともすれば忘れら
れ勝ちではあるけれども，学習院に残された記録を見ると，神田男が去ったあと
を埋めて，氏が英語指導に貢献するところ少くなかったことを知ることができる。
89．乾　鍬藏　英文担当，講師
　【明44・2　講師兼副寮長事務ヲ嘱託，月俸70円
　　大1・12月俸75円トス
　　大5。4　解嘱託】
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　乾鍬藏は講師だったが，専任の人々と変らないほど学生指導に熱意をもってい
たことが輔仁会英語部の記録を見るとうかがえる。明治45年2月の第34回例会では，
「御多忙の処立ってAJourney　into　Calabriaと言ふ有益な御話」をしたと報
じられている。（39）
4．夏目漱石と学習院
　漱石全集には「私の個人主義」という作品が収められている。「坊ちゃん」中の
赤シャツがどうやら自分自身をモデルにしたらしいことを勾わしていることでも
興味深い作品だが，これはもともと漱石が大正3年11月に学習院で講演したもの
の速記録で，輔仁会雑誌95号（大4）に載せられていたものだ。なかを読むと，
漱石が明治26年7月に，2人目の英文学士として卒業したとき，すでに学習院に
奉職していた知人の推薦で，学習院に就職運動をしていたということが解る。江
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藤淳氏による・と，立花銑三郎についで漱石が英文学士2号ということになってい
る力郵0）立花は立花でも，これは立花政樹の誤りであろう（誓）立花銑三郎は教育学専
攻だからである。漱石を学習院に推薦した知人というのが，長い間わからなかっ
たが，最近村田祐治の遺族が彼の書簡を公けにしたことから，やはり彼がその知
人だったようだ。漱石のその部分を少し引用してみよう。「…其時分私の敵が一人あり
ました。然し私の知人は私に向ってしきりに大丈夫らしい事をいふので，私の方
でも，もう任命されたやうな気分になって，先生はどんな着物を着なければなら
ないのか杯と訊いて見たものです。すると其男はモーニングでなくては教場へ出
られないと云ひますから，私はまだ事の極らない先に，モーニングを眺らえてし
まったのです。其癖学習院とは何処にある学校か能く知らなかったのだから，頗
る変なものです。楮愈モーニングが出来上って見ると，豊計らんや折角頼みにし
てゐた学習院の方は落第と事が極ったのです。さうしてもう一人の男が英語教師
の空位を充たす事になりました。其人は
何といふ名でしたか今は忘れて仕舞ひま
した。別段悔しくもなかったからでしょ
う。何でも米国帰りの人とか聞いてゐま
した。……」漱石はそこでやむなく一丁
羅のモーニングを着て就職運動に奔走し，
10月に東京高師の英語教師となったのだ
が，このモーニング着用の規定というの
が，学習院服務細則に明記されていたの
だから，以前の学習院はずい分窮屈な学
校だったようだ。
明治34年度服務細則
｛40）漱石とその時代｛1）p．242 ω日本の英学100年（明治編）P．508
　　－73一
　ところで，漱石をせり落して，見事「英語教師の空位を充たした」米国帰りの
人物とは誰だったのだろうか。これは就任年月を対照してみれば，明治26年9月
に採用された重見周吉だということがすぐ判る。前にも少し触れたが，学習院に
残っている履歴書で，重見氏についてもう少しくわしく紹介しよう。本籍地は愛
媛県越智郡今治町大字本町131番戸の平民で，慶応元年11月の生れ。明治5年6
月伊豫越智郡弘散小学へ入校，同9年3月同校卒業。同11年9月今治中学へ入校，
同15年6月卒業。同年9月から渡辺清，矢野績，北村龍藏の諸氏から漢学，河上
啓造氏に数学，谷栄，古賀啓次郎，デビスの諸氏に英学を学ぶ。明治17年9月米
国コネチカット州ニューヘブン市に向け出帆，同年12月米国着。18年1月からニ
ューヘブンのヒルハウス高等中学に入学，大学受験科目及びラテン語を学ぶ。同
年9月工一ル大学理学部に入学，理科系の学科のほか，英文学史，修辞学，論理
学，倫理学，独語，仏語，羅典語，古典英文なども修める。同21年6月工一ル大
学理学部卒業，「バチェロル，ヲフ，ヒロソヒー」の学位を受ける。同年10月工一
ル大学医学部へ進み，同24年卒業，「ドクトル・メヂチ子」，つまり医博の学位を
受け，エール医学会会員となって同年11月に帰朝している。この経歴の多彩さを見
れば，帝大出とはいっても，新卒の漱石に分がなかったのは充分うなずけるところ
である。しかしその後の活躍では，漱石に全く差をつけられ，かたや文豪とまで
たたえられているのに，重見氏の方はすっかり霞んでしまい，人の記憶からも消
えて仕舞っているが，彼にも文学的素養なみなみならぬものがあったようなので，
その一端を披露しよう。彼の履歴書には面白いことが書いてある。それによると，
彼は明治17年から7年間ほどアメリカに居たわけだが，その間十数社の新聞雑誌
に投稿し，その二三社では時々編集局雇いなどのアルバイトをしていたことがわ
かる。更に明治22年には「日本少年」という英文の本をニューヘブン市で出版し，
米国各州の新聞誌上で好評を得たばかりでなく，日本においても「メール新聞」
や「国民の友」で大々的に紹介され，翌23年にはニュー・ヨークのヘンリー・ホ
ール社から再版が出たという。その収益で学資の足しにしたというから，彼もな
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かなかのサムライであった。学習院に勤めている間も，氏は輔仁会雑誌に英文で
“AStory”（29号明27）と題する童話と，東京女学館長辻新次の「送別の辞」（45
号明29）の英訳などをのせている。その英語が流石長年の滞米生活をしのばせ，
文法的には若干難点は残るが，なかなか達者なものだったことは言うまでもない。
　また氏は短歌も愛好していた模様で，「つれつれとふる春雨の淋しさに，昔の
文もひらきつるかな」「古郷の野へのすみれの花むしろ，誰を待てとや敷やしつ
らん」「谷川に流るる見れば桜花，山の奥にも散り初めにけん」などという上品
　　　　　　　　　　　　　　とつくに
な短歌12首を31号（明27）に，「異国の学の道を行人も，やまと心はかはらざり
けり」「鳴る神も志かじとばかりおもふまで，とX“ろきわたるくろがねの道」（鉄
道）といった現代風な短歌10首を44号（明29）にのせたりしている。このように，
なかなかの才能に恵まれていた重見氏ではあったが，学習院を去ってからの消息
が残念ながら全くわからない。少くとも余り目立った活躍はしていないようであ
る。何人かの先輩のように病にたおれたのかもしれない。漱石が学習院で講演を
した大正3年頃にはライバルの漱石にも名を忘れ去られてしまっていた。
5．カニンガム氏のこと
　明治期の我が国の近代化には，宣教師たちがあずかるところ大だったと思われ
るが，学校教育においても，彼ら宣教師たちが熱心に協力態勢を敷いてくれてい
たことが知られている。彼らは主にお雇い外人教師として教育に当ったわけだが，
学習院における外人教師の一人W．D．カニンガム氏の足跡を，伝記から探ること
は，当時の日本で活躍した宣教師教師像の一典型を知ることになるのではないだ
ろうか。カニンガム夫人とステイル夫人の手になる伝記は“The　Flaming　Torch”
（燃え上る聖火）と題され，1939年東京四谷の伝道所で出版されたものだ。
　カニンガム氏は1864年7月19日ペンシルバニア州ティロウンで敬虚な長老会
派プロテスタント，マシュー・カニンガムを父として生まれた。農家ではあった
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明治39年当時の
カニンガムー家
（氏は44才）
　　　　　　　CUNNINGHAM　FAMIしY　ON　FIkST　FURLOUGH
が母リディアが古いオルガンを弾くと，家族全員が讃美歌を歌うといった家族で，
氏は5才で聖書の一節を朗読して聞かせたという。14才まで，彼は弱い子供で，
家事や炊事を好んだとのことだが，上級学校に進学して教師になりたいとの希望
が固まるにつれて，外に出て自分で金を稼ぐことを始め，仕事を通じて自制，精
励，向上心の習慣を身につけたという。1881年17才で金も貯ったので，州立
師範学校に通って資格を得，教師として，各地で教鞭を取った。1884年たまたま
彼は宣教活動に熱心なオールド・ベセル・キリスト教会の活動に共鳴し，その一
員となった。そして彼は教師をやめて宣教師になる決意を固め，1891年ベサニ
ー大学で神学を学び，クラスの主席として在学中から各地で説教を依頼される。
彼の熱意に満ちた説教や聖歌の指導は各地で大評判だった。1894年BAの学位
を得て，立派な成績で卒業した彼は，カナダのオンタリオの聖トーマス教会に赴
任，年俸は1000ドルだった。この頃から師範学校時代のクラスメートのボイド
嬢と宣教師としての将来を熱っぽく語り合うようになり，1898年6月に彼女と
ボイド家で結婚。牧師はコネルズビルの牧師ウオレン氏，カニンガム氏は34才だ
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　った。結婚後二人はシンシナティで宣教師志願者として身体検査を受ける。二人
　とも検査にパスし，C．E．ガースト博士のもとで日本での宣教活動に従事するこ
　とが決ったが，この時以来二人は日本に骨を埋める決意を固めて，期待に胸をふ
　くらましていた。ところが出発直前に氏は悪性の感冒にかかり，昏睡状態が続い
た後左半身麻痺となる。日本行きは2度も延期された後，1900年4月には不適
任とされてしまう。失意の彼は問いかける。「なぜ神は私を呼んでから拒むのか。
拒んだあとも，何故神は私を呼び続けるのか」やがて彼は神と協会は別であって，
協会が拒んでも，神が呼んでいるのなら自分は行くべきだと考える。妻に相談す
ると，彼女は喜んで同意してくれたので，牧師職を辞して，早速準備に取りかか
った。書籍，衣服，寝具，銀食器などのほかに，夫妻は小型印刷機をもって行く
ことにしたが，これが「東京クリスチャン」紙の発行に大活躍をした。　1901年
　（明34）9月12日カニンガムー家は「チャイナ号」で桑港を出帆，10月1日に横
浜に着いた。
　協会派遣宣教師ではなかったが，宣教師の仲間に暖かく迎えられ，まず牛込に
落着いたが，やがて四谷の初等科に隣接した土地が売りに出ていたので，999年
間の借地権を得た。（当時外国人は土地を所有することが出来なかった）　後に
「東宮御所に一一ts近い教会」がここに建っことになる。資金が乏しいため，人力車
に乗って英語教師の職を求めてまわったが，学習院のお雇い教師となったのもこ
の頃だ。学習院の給与は大変高かったので，氏はこれを「神の恵み」と感謝して，
教会の設立資金に充てたとのことだ。彼はまた“rope　holder”（共賛者）を「東
京クリスチャン」紙を通じて募集し，1902年には400人からの寄金が集まって
600ドルにもなった。1903年6月に四谷教会が完成，カニンガム氏はたどたど
しい日本語で説教をした。当時のバイブルクラスには皇族の一員も参加していた
という。やがて日露戦争となったが，四谷伝道所では，出征兵士に聖書を持たせ
たり，残された家族の心の支えとなる努力をしたため，信者の数も増え，活発な
活動で段々地歩を固めた。1906年は日本に大飢饒が襲った年だが，カニンガム
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氏はアメリカ本国にそのその窮状を訴え，50，494ドルの義掲金を得て，貧しい人
々に分配した。この頃氏はレコードによる英語教育にも着目し，語学レコードを
数多く作ったが，その利益はすべて宣教活動にまわされた。上海で行われた「モ
リソン氏没後百周年記念宣教師会議」に参加したのもこの頃だ。今や四谷伝道所
を日本でも有数の伝道所にした氏は1908年（明39）に第1回目の休暇をとって
帰国，米国各地で大歓迎を受け，講演会，説教などの依頼が殺倒し，休む暇もな
いほどだった。1909年7月氏がワシントンの9番街教会で説教をしたとき，そ
この牧師ジョージ・ミラー氏は「私はカニンガム氏の日本行きを拒んだ本部委員
の一人だったが，私たちは誤っていた。だが神は私たちの誤りを良い方に帳消し
にしてくれた。氏が私たちの協会の命令で渡日したよりも，もっと良い仕事をし
てくれたからだ」と語ったといわれる。
　1909年10月再び来日。1910年8月大きな台風で東京の三分の一が水没し，
数千人の水死者を出したが，四谷教会は無事だった。1912年4月待望久しい男
児誕生（ハワイのカニンガム氏の父君に当る）。伝道所の活動は活発だったが，
財政状態は時々悪化することがあった。1913年の「東京クリスチャン」に次の
ように氏は書いている。「赤字は少し多いが，このたあ活動計画に支障をきたさ
せるわけにはいかない。13年前など，10月から2月まで1ドルも送金がないこと
があった。来月は好転するだろう。我々はキリスト教の発展のために全力をつく
しているのだから，神と我々の後援者が我々の不足を補ってくれることを信じて
やまない」この頃から四谷の活動が広範囲にわたるようになったので，宣教師を
増員したいのだが，その人集めに苦労する。若い宣教師が二三年で帰ってしまう
からである。1916年夫妻は2度目の休暇で帰米。「日本の牧師」と各地で紹介さ
れ，また大歓迎を受ける。1917年また来日して，新しい教会や伝道所の開設に
力を注ぎ，1920年には第5教会ができた。
　　1921年11月氏は突然帰国している。胆石が悪化したので診察を受けるため
であった。手術を終えて翌年6月に日本に帰ってみると，所長不在の四谷伝道所
一78一
では，過労のため若い宣教師たちがみなダウンしてしまい，また激務が氏を待っ
ているという具合だった。しかし，そのような中にも，四谷本部は順調に伸び続
け，1924年にはソウルに伝道所を開くまでになった。この頃四谷伝道所は総勢
6人の宣教師，30人の日本人伝教助手をかかえ，21の拠点で布教を行ない，1年
間で95人に洗礼を与えていた。1927年は大不況の年で，寄金の集まりが激減し
て四谷もピンチに見舞われる。しかし氏は「神への信仰が我々の中で消えない間
は，伝教所は神の福音と救済を説き続けなくてはならない」と不屈の闘志を燃や
す。彼は精力的に募金活動を行うとともに，宣教師のサラリー・カット，日本各
地の教会や伝道所の経済的自立を強力におしすすめた。そしてやっと1934年（昭
9）になって，「神の御加護」のもとに，赤字がすべて解消されたのだった。
　しかし好事魔多しというが，この頃伝道所内で意見の対立が表面化し，5人の
宣教師が次々と日本を去り，内部の不和が米国でも問題となった。カニンガム氏
は70才，もう若くはなかったが，勇気をもってその善後策に全責任をもって当っ
た。幸い新たに2人の宣教教師が参加してくれたのと，日本人協力者たちが変ら
ぬバックアップを続けてくれたため，夫妻はやっとこの難局を乗り切ることが出
来た。氏の鉄の意志がこれを可能にしたのだが，やがて長年にわたる理解者で後
援者だったヒッチ氏が自ら仕事の手伝いをするため，1936年に来日してくれた
ので，カニンガム氏もようやく一息を入れ，次の休暇について考え始めた。夫妻
は1936年4月に帰米した。はじめ夫妻は四谷本部の経営に疑問を持つ向きには
収支明細を説明する気であったが，米国に着くと二人は親しい友人たちに熱狂的
に歓迎された。これに力を得て，夫妻は四谷伝教本部発展のためのキャンペーン
を始めたのだが，氏の健康がすぐれず，同年5月17日加州フェニクスで，現地の
エルモア牧師に代って壇上に立ち，ロマ書1の16「我は福音を恥とせず……」を
とり上げ，感動的な説教を行ったのがカニンガム氏の最後の説教となった。氏の
容態はにわかに悪化し，その後の予定をカットして一路故郷へ向うことにしたが，
5月22日ミネソタ州ロチェスターの医者の診断では，内臓に腫瘍が広がっていて
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手術不能と知らされた。氏はこれを聞くと，「死に場所を米国に求めるか，日本
にもどるかを決断すべき時が来たようだね」と言った。妻が「どちらにしたいの」
と聞くと氏は「日本にもどりたい」と答えたという。しかし容態はますます悪化
し，ロチェスターから離れることができない。X線照射も体力を衰弱させるだけ
なので中断。6月20日に入院，22日には医者は回復の見込みがないと診断した。
24日に娘のルースが駆けつけ，「やあ，ルース，会えて嬉しいよ」と言ったのが氏
の最後の言葉だった。その日の午後容態急変，午後8時45分に永眠した。享年72
才だった。葬儀は夫妻の思い出の地コネルズビルのクリスチャン教会で行われた。
米国各地や日本から送られた花束や弔電が枢をすっかり覆いかくしたという。ま
た宣教関係者多数が教会あるには墓前で弔辞を捧げたという。彼は美しいヒル・
グローブ墓地に埋葬された。氏は四谷の活動を指揮して，在任中約6000人の日
本人，韓国人をキリスト教に入信させたが，年に平均すると200人という帰依者
を出したのであるから，宣教活動家として，その功大と言うべきであろう。四谷
系教会は24の多くを数え，そのうち10個所は独立経営をやっている。また日本人
牧師も22人四谷から誕生している。氏の熱意に感化を受けて，伝道に情熱を燃や
しはじめた若者がどれほど多かったかを知るよすがとなろう。ライ病患者の救済
にも氏は力を注ぎ，彼らの中からも多くの入信者を出している。なお氏の死後四
谷伝道本部の経営は妻のエミリーに受けつがれた。
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